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中央アジアに於けるムスリム蜂起と革命

一ーセミレーチエ地方を中心に (1916-1917年)一一

はじめに一一一課題の設定

I 1916年ムスリム蜂起

rr !lロパトキン体ililJ

西山克典

E トノレケスタン委員会の設置とセミレーチエ問題

結びにかえて

はじめに一一課題の設定一一

中央アジア，そして，その南東端で中国と接するセミレーチエ地方をはじ

め，帝政ロシアの辺境=民族地域に関する革命史研究の枠組は， 1930年代に，

ソヴェト史学の成立とともに確定した。だが，この枠組は，再生命に関する

1920年代の様々な論点のいわば否定的総括で、もあった。革命直後の 1920年

代には，革命が原住ムスリムを疎外しつつ進展し1)，辺境植民地での土地改

革も彼らには成果の少ないものであったとの判断は叱革命家と研究者に共

有の見解であった。この疎外の問題は，党とソヴェト権力がおかした大ロシ

ア覇権主義の誤りとし、う認識とも通底し， ロシア人の植民主義 KOJIOHII3aTO-

pCTBOの社会的基盤の解明も目指されていた。 1920年代の中央アジア革命史

の研究では，このようなムスリム民衆の革命からの疎外性，土地改卒の不徹

底性， ロシア人が革命を主導したとし、う外来性，さらに，党とソヴェト権力

の民族問題での「偏向」などの論点が結びついて，中央アジアの革命は中央

ロシアのそれから自立し，独自の律動をもっていたという意味で，その自立

(律)的な性格が確認されていた3)。このような地域的「自立(律)性 caMOCTO同

町 四回OCTbJ としづ認識にも支えられて，中央アジアの革命は植民地革

命 KOJIOHIIaJIbHa5IpeBOJIIOll.II冗」として研究・分析することが模索され，セミ
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レーチエ地方は，このような諸論点を明示する一つの有力な論拠として，ま

それらの結節として援F脅されたのであ

だが， 1930年伐に入ると，開シア革命史研究の枠組全体が大きく転換し

た。河jち， :r党史小教;慌.il(1938年)に準拠し，党の指導伎と階級開壁に基づ

く二月から十見への革命の「成長転記j というテーゼが定礎された。革命史

研究のこの大きな較換，さらには， 1930年代の地方史研究の壊滅5)，地方の

強い否定的評価という情況は相f突って8)，中炎アジアの卒命史

研究も大きく転換させることになった。かつての帝政ロシアの辺境・畏族地

域である中央アジアの革命は，中央口シアのプ口レタリアートの支援会え

て，資本主義を飛び越え社会主義K.怒る革命として金援づけられ，それはロ

シア卒命の了不可分の構成部分」を成すとされ，中央と地方の革命過程の

「一体詮側部CTBOJ が強識されることになった。 ここの「一体性」論の下で

は，地方の革命はや央の時期医分と時ーの枠に押し込まれ，中央のそれの波

及議程と見倣された。そして，その遊離と菌難に地方の革命の特殊性が採ら

れ，それは総高，地域の「後進性的げaJIOCTbJ によって設留された7)。これ

は， 20年fえの地域の f自立(律}性Jという認議の全否定であり，地方は専

ら中央の視点から，中央との「一体性j の下で把えられることになった。こ二

のような「一体性」論は，単一の党中央の指導牲を前提にし， ロシア人

とプ口レタ 9.7ートの主導・探助，革命への原住ムスリムの参加と諸民族の

友貯・共闘を強調する援史鐙述となった。中炎アジブ革命史研究のこのよう

な転換は， 1932年の φ.;tミシュコの小額子にはじまって，ーはミレーチコニに関

しては M.日.ポグ口ーアスキーの研究によって体系化された8)0 

スタ…リン批判とともに，中炎アジア本命史の「美イ七ぉaK廷pOBKaJ が批判

され， I~き部j も研究・言及されるようになったへだが， 1930年代に成立

した研究の大枠は維持・継泳され，従って「…体性j論で説明されえない護

論点誌，時として表面へ浮上したが10)，潜伏さ予せられた。 ブノレシチ設ブ農政

の下で処女地開懇やャンベーンが積極的に進められ，後の党書記ブレジネブ

がカザフ共和悶党第三土壌記として送りjみまれてくる状況では-l::ミレーチエ

をはじめ中央アジアの雛民間践の批判的な史的研究，さらにや火アジア
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史の枠組を間い草すことは，政治的に盟難であった欧米では， ソ漣とは

と共産党への苔定的ニ品アンスの主主かで，ポリシ z ヴ~ ='lユーのク

・デタ…とその;地方への波及として革命をど把える，セントラリスト史観が

基調にあり，結局， 地域の革命の自立(律〉設は等弱視されることになって

いる。日本では，木村英売氏の一連の先駆的な研究があるが，やはり，辺境

民族地域のま存命を， ロシア革命の時期区分と枠内でとらえ，そのなかで中央

アジアの本命の藷態難偏向」をrJj翠にしていると思える

きて，本稿では， t)J二のような研究状況を考慈し中央プジア

見革命の波及から，十}j率命とソグz ト権力の樹立， I勾絞，ネッヅヘの移行

という枠内で把える従来の「一体性」論に基づく克解をど批判しつつ，その革

命の始期を 1916年ムスリム糠起に求め，終期を 1921-22年の土地改幕とす

るc この独自の時期亘分は， 革命に於ける地域の自立(律)性を湾考しよう

とする立場からである 同時に r--体性」諭に基づく研究が強調する，

ムスリム原住誌など諸民族勤労者の支接・共闘ではなく，むしろ，

ムスリム原住民とロシブ人を中心と三ずる入総殺の，二つの互いに併存・対抗

る革命議動を基軸に謡えてのことである。具体的には，中央アジアの革命

の諸論点の結節な成し，革命の諸矛j蓄が鮮明に現れた一地域であるセミレ

チエ地方に焦点在あて，このことを考えてみたい。セミレーチニL地方への入

植の進展，椋民地社会の形成とその矛績の醸成については，既に触れたの

で1め，三本務では， 1916年のふスヲム 総、餐グ口パト年ンの統治体mu，1917 

トノレケスタン委員会の下での-lz:ミレーチ品地方言ど対象とナる。中炎アジ

アEこ於ける十月本命とソグェト権力の樹立，内戦とそれに統く土地開題の解

決については，積に譲りたい。ロシブヰ立命が，すぐれて，地域と民衆の社

会的ベクトノレの複合的な所産であるとするならば，主事命さと中央から一律的に

把えるのではなく，地域と民衆の選勢力を可能な限り掘り下げる知的作業も

ろう。

注

1) 3. Ml主H){J後 H，KlIPrH3bI JI P開 OJIIOll，ll見・ (<HOBbI読 BOCT綿糸 1924，Jも 5，c. 217. 
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党中央委員会中央アジア・ピュロー付属の党史編纂委員会が編集した『中央アタアの

十月革命j](1928年，タ γケント)で、は，原住ムスリムの革命への「共感というよりは

中立的対応」がみられ， I党もソヴェト当局にも地方の勤労ス衆を自らの側に迅速かつ

無碍に引き入れる能力が最初はなかった」と指摘していた。I1.AHTporrOB， I1epBbI員

Cbe3)( KOMMyHHCTHqeCKO賞 rrapTHHTyplacTaHa. I1CTIIapT Cpe瓦Hea361Opo日K
BKI1 (6). ((PeBOJIl{)~HH B Cpe瓦He員 A3HH>>， c6. 1， TalllKeHT， 1928. c. 17. 

2) ムスリム共産主義の指導者の一人である T.P.ノレイスターロフは，第 12回党大会

(1923年)で，中央部ロシアでは農業改革がなされたが，多くの辺境地域では，それは

事実上存在せず，キノレギス(現カザフ)入社会では，どのような変化も生じなかった

と述べている。且BeHa江~aTbI員 Cbe3江 PKI1(6). CTeHorpaφHqeCKH詰 OTQeT. M.， 

1968， c. 512-514. 

3) f. CaφapOB， KOJIOHHaJIbHaH peBOJIIO~HH. TalllKeHT， 1921， c. 61， 75-6. 

4) サファーロフとならんで，カノレーゾも「植民地革命」の方法を模索していた。口.f. 

faJIy3o， TypKecTaH - KOJIOHHH. M.， 1292; ero )Ke， BoccTaHHe 1916 r・ B

Cpe瓦He員 A3HH. ((KpaCHbI並APXHB>>，1929， T. 34， c. 43. 

5) CM.， ((l1cTOpHH CCCP>>， 1988， M 5， c. 212-213. 

6) CM.， 0 HeKoTopbIX Borrpocax HCTOpHH Hapo瓦OB Cpe瓦H巴宣 A3HH， ((BOrrpOCbI 
HCTOpHH>>， 1951， M 9， c. 14. 

7) a. feHKHHa， I106e江a BeJIHKO誼 OKTH6pbCKO員 CO~HaJIHCTH可eCKO誼 peBOJIIO~HH

Ha MeCTax. <<l1cTOpHQeCKH誼>KypHaJI>>， 1942，M 10， c. 64. このような地方の把

え方は， I革命と反革命の地域区分に関するテーゼJとして，後に批判的に言及される

こともあっTこ。 E.H. fOpO}(e~KH誼， HeKOTOpble可epTbIcOBpeMeHHo責COBeTCKO誼

HCTopHorpaφHH OKTH6pbCKO首 peBOJIIO~HH・((I1CTOpHH CCCP>>， 1967， N2 5， C. 

18-19. 

8) φ. ]30>KKO， OKTH6pbcKaH peBOJI即日目見 B Cpe瓦He誼 A3HH. TalllKeHT， 1932. C. 

H. I10KpOBCKH詑， BeJIHKaH OKTH6pbCKaH CO~HaJIHCT沼町CKaH peBOJIIO~HH H 

rpa>K江aHCKaHBO晶HaB CeMHpe可be. ((BOrrpOCbI HCTOpHH>>， 1947， N2 4. これは，

ポクロフスキーの博士号取得論文に基づいたものであるが，彼は後に，モノグラフイ

{を著す。C.H. I10KpOBCKH首， I106e瓦aCOBeTCKO鼠BJIaCTHB CeMHpe可be. AJIM合

ATa， 1961. 

9) 1957年 5月にアノレマ・アタで関かれた，中央アジアの革命に関する研究会議では，そ

の基調報告の一つを読みあげたK.E.ジートフに対し， A.B.ピャスコーフスキーが，

党と国家を「美化」していると厳しい批判を行った。 MaTepHaJIbIo6be江HHeHHOII

HayQHO政 ceCCHH，IIocBHru;eHHo負担CTOpHHCpe瓦He員 A3HHH Ka3axcTaHa 3rrOXH 
CO~HaJIH3Ma. AJIMa-ATa， 1958， C. 160-161. この会議でI1.H.ソーボレフは「中

央戸シアの革命的諸事件の発展をその辺境地域に機械的に移してはならない，まして

や， トノレケスタンのブノレジョワ的諸変革を中央ロシアのこれらの諸改革の時期に人工

的に追いこんではならなL、J(傍点強調ー引用者)と，注目すべき発言を行ったが，大
会の論議の的にはならなかった。 TaM>Ke， C. 150.スターリ γ批判とともに，党の民

族政策の「偏向」と誤りもとりあげられ， 1920年代の土地・水利改革の始期とその性

格をめぐって論議がなされるようになった。 B.I1. HHKOJIaeBa， TypKKOMHCCHH KaK 
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nOJlHOMO可H副首 opraH日KPKf1 (6). <<Bonpocbl HCTOpHH Kf1CC>>， 1958， NQ 2; r. 
φ. 且aXlllJl告白rep，K HCTOpllll no~rOTOBKH nOCTaHOBJleHllH 日K PKf1 (6) <<06 
OCHOBHblX 3a~a百ax PKf1 (6) B Typl王eCTaHe>>，<<I1CTOpll耳 CCCP>>，1960， NQ 2; B. 

f1.且aHHJlOB，K HToraM H3y可eHHll HCTOpllll COBeTCKoro KpecTbHHcTBa H 
KOJlX03HOro cTpOllTeJlbCTBa B CCCP. <<Bonpocbl HCTOpllH>>， 1960， NQ 8， c. 42-

43. 

10) 1951年に既に， r一体性」諭の枠内に収らない研究が批判されたが，この批判は，
1960年代にも尾を引し、ている。 ol-leKOTOpblX Bonpocax llCTOpHll Hapo~oB 
Cpe瓦He負 A3Hll・ <<BonpOCblHCTOpllH>>， 1951， N2 9， c. 9， 11-12， 15; f1llCbMO 

rpynnbl Ka3aXCKHX HCTOpllKOB， <<I1CTOPH耳 CCCP>>，1962， NQ 2， c. 229-234; 

f1HCbMO A.日.KyqKllHa B pe江aKU;lllO， TaM iKe， C. 234-6. 

11) 1970年代末にHJされ『たカザフ共和国史』全五巻では， r一体性」諭に基づいて革命の
叙述が行れている o I1CTOpllH Ka3axcKou CCP C ~peBHe員lllHX BpeMeH江oHalllllX 

江Heu>>，AJlMa-ATa， T. 1， 1977， c. 29-30， 42; T. !II， 1979， c. 9; T. IV， 1977， c. 8-9. 

12)木村英亮「楠民地における革命の構造ー中央アジアにおける十月革命 j IF比絞文化

研究JI(東大教養部紀要)第六輯， 1965年。 この論文で木村氏は， r帝政ロシアの周辺
植民地領域の一つであった中央アジアでも 11月1日にソヴェト政権が成立し，ロシ

ア・プロレタリア革命の一部を成した」とし，西欧の研究を意識しつつ，この革命が

「行政的手段で押しつけられたり，輸出されたものではなL、」と指摘・批判し，中央

アジアの革命はロシア革命を「告J、主化tL」と，その「一体性」を強調している(傍
点強調 引用者)。そして，この革命はプロレタリアートの指導する革命として，非資

本主義的発展の道を辿ったと説明された。向上， 177-8頁。

13)拙稿， r帝政ロシア・セミレーチエ地方に於ける槌民の展開j，IF北大史学』第 29号
(1989年 8月)。

1 1916年ムスリム蜂起

第一次大戦への突入によって，帝政ロシアの植民地，中央アジアの社会的

矛盾は一層，深化した。植民地における戦時体制は，人員と物資の中央と戦

線への動員=収奪の体制として機能したのであり，原住ムスリムには戦争協

力を強い，税と兵役で減免の特典をえていたロシア人をはじめとする入植者

にけ，その特典の削減・撤廃を伴う体制として，立ち現れたのである。植民

地トルケスタンへの移民の流入は，戦争とともに減少し，やがて停止するが，

原住民からの土地収用と植民フォンドの形成は続けられた九中央アジアの

ムスリム棉作農民には，原棉の回定価格が設定され2)，セミレーチエのウイ

グ、ル， ドヶンガンの農民には，戦時医薬品として不可欠な阿片の調達のた

め，けし栽培とその固定価格での国家供出が義務づけられた3)。このような
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耕作強制と低い固定価格での調達は住民に強い不満をもたらした。天幕，フ

ェルト，馬衣など様々の物資の供出と戦時義損金が強いられ， ロシア人入植

村落の出征家族への援農義務さえ原住民に課された4)。このような戦時体制

の下で，原住ムスリムの生活と経営は疲弊しはじめる5)。他方，入植者住民

のもとからも， 7月四日の総動員をはじめ，絶えず軍へ成年男子が召集され，

入植村落での営農は老人，婦女子に任せられた。彼ら入植農民の生活と経営

も，大きな苦境にたち，出征兵士の妻，家族をまきこんだ暴動や6)，入植村

落での出征兵士の妻ら婦人の商品暴動が引き起こされることになる7)。

このような戦時体制下の植民地で，1916年 6月25日に「異族人間opo江口hIJ

の後方徴用に関する勅令が出されることによって，その矛盾は爆発する。帝

政ロシアのアジア系異民族は， 中央アジアのムスリム原住民を含め異族

人」として兵役を除外されていたが， 19~43 才までの彼ら成年男子に戦時徴

用が命じられたのである8)。この徴用令は，シベリア南部から中央アジア，

カルムィクのステップ，さらにコーカサス地方にまで及ぶ，原住「異族人」

の一大反乱を引き起こすことになった。 この 1916年の反乱は， その叛徒が

二月革命まで抵抗を続け，やがて革命と内戦に合流していくステップ地方の

トゥルガイ州を除いて，全体として，夏七月から各地で展開し，初秋には，

嘗て中央アジア征服にロシアが要したのと同じ規模の軍隊を投入して9)，漸

く鎮圧された。この反乱では，帝政ロシアの統治を通じて強制されたヨーロ

ッパの支配に対する，イスラムや民族的伝統・慣習に基づく抵抗が様々な面

でみられた。 トルケスタン本土ではロシア支配の拠点たる《新市》に対する

《旧市》で， あるいは下級土民行政機闘を中心に騒擾がおこり， ステップ地

域では，都市や入植村落への牧民の襲撃，交通・通信手段の破壊となってあ

らわれた。セミレーチエは，この 1916年のムスリム反乱が最も激烈に戦わ

れた地域の一つであった。

セミレーチエ州では，徴用令は7月1日に公布され，原住ムスリムの聞の

様々な噂，風聞のなかで，徴用者は後方ではなく前線に送られるという「誤

った確信」となって伝播していくことになる10)。緊迫した雰囲気を醸成しな

がら， 1916年の蜂起は始まり，展開していくのである。ヂャルケント郡で
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は，郡長事務取り扱いが徴用令を受電したのは7月2日であった。彼は，同

日直ちに郡庁官吏，ヂャルケントロタランチ郷，ヂャルケント=ドヮンガン

郷の役人，イスラム導師 MyJIJIa，名望家を郡庁へ集め徴用令の説明を行った。

そして，スホードと回教寺院で住民に説明し，徴用名簿を作成することが命

じられた。 4日 5日にはキルギス人の諸郷に対して同様の措置がとられて

いる。ヂャノレケント=タランチ郷では7月4日にスホード、が開かれたが，住

民は徴用名簿の作成に反対し，総代 BbI60pHbleは村人全てを従え退去した。

郡長は，郷司と書記の説明が不充分であったと判断し，同郷のゴロドスコエ

fOpo.n:CKoe村のスホードを，再び 6日に郡庁で聞くことを命じた。 6日のス

ホードでは郡長の説明にも拘らず，村人の一部は総代らと共に徴用名簿の作

成に抗議し，示威的に退去した。総代らは役職を解かれ捕縛された11)。徴用

令の実施への抵抗が始ったのである。

徴用令実施への抵抗形態は多様で、あった。徴用令の説明される場で、の示威

的な拒否行為，徴用名簿作成の実力阻止とその名簿の破棄，徴用令廃止の請

願などは，広くみられた形態であった。さらに，畑ではキルギス人作男が農

作業をなげ出し12>，鉄道建設現場では原住民労務者が立ち去り 13)，駅逓から

はキルギス人駅者が逃げ14)，徴用令を回避する彼らの逃避・匿伏が，生産と

労働の場で引き起こされた。さらには，ステップから山地，バルハシ湖方面

の砂地へと畜群を伴つての大規模な逃避・移牧も行れ，中国への越境さえ辞

さなかったのである向。徴用令の布告と実施により，植民地セミレーチエは

大きく揺さぶられ，引き裂かれ始めたのである。植民地の行政当局は，郷司，

名望家，イスラム導師などを通じて人心の掌握と統治の再建，貫徹をめざす

が向，ロシアの支配を末端で担う郷とアウルの下級土民行政機関は，民衆の抵

抗にあって引き裂かれ，機能麻痔に陥ってしまう。また，統治のみならず，植

民地の社会生活も，労働と生産の場から原住ムスリムが姿を消し去っていく

ことにより，鋭く分裂してし、く。入植村落サムソノフカ CaMCOHOBKaでは，

キルギス人作男が徴用を免れて退去しはじめると，彼らの叛戻に憤った出征

兵士の妻らは，力づくでも彼らを働かせようとするのである17)。

7月初めに始まったセミレーチエ州の徴用令実施への様々なかたちでの抵
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抗は 8月に入って，同州、|南部で激烈な反乱となって展開していく。 8月7

日から 8日にかけて，モクシュ・シャブダーノフ MOKylllilla6，n:aHoBが，サ

ルィパギシュ族(ピシュベク郡トグマク地区)を率いて反乱の狼煙をあげ，

これが，チュ一川渓谷に沿ってピシュベク郡東部，さらにフ。ルジェヴァリス

グ郡のイシ=クル湖盆地，ヂャノレケント郡南部へと急速に波及していったの

である。叛徒は入植村落を襲い，焼き払い，ロシア人を略奪し殺害した。主

要な交通路である， ピシュベク=プ。ノレジェヴァリスク駅逓街道， ルイノミチ

エ=ナルワイン駅逓街道は，彼らに制圧され，橋梁は焼き落とされた。電信

線も破壊され，交通・通信網は遮断された。だが，この南セミレーチエの反

乱は 8月後半に，増援された軍の懲罰隊によって敗退を強いられ，結局，

9月後半から 11月初めまでに，叛徒は多大な犠牲を払って，プルジェヴァリ

スク，ピシュベク両郡から中国領へ逃避し，南セミレーチエの反乱は終った

のである18)。

この反乱は，徴用令実施への散発的な抵抗で、は最早なく，武器を手にした

襲撃，破壊行為であり，ロシアの支配への反乱で、あった。彼らは《誓約6aTa>>

で結束を堅め，自らのハンを推戴して，戦いを宣布したのである。この反乱

の初発での，民衆の結集のあり方については，ピシュベク郡長が 11月28日

付で，セミレーチエ州軍知事事務取扱いの A.I1.アレクセーエフに宛てた報

告に詳しい。この報告によると 8月初めにピシュベグ郡のキルギス人アテ

キン族の郷で， i戦争へは行かない。 ロシア人と戦って死んだ方がよい。全

ての者が必死で事にとりかかり，この戦いにより多くキルギス人を引き加え

よう」との「誓約」が行れた。その 2~3 日後に， 彼らは入植村落ノヴォ・

ロシイスコエ HOBO-POCCH負CKoeの畑で農民の家畜を略奪した。 これに， サ

ルィバギシュ族の若者も加わる勢いを示した。 8 月 7~8 日にケベニ川をへだ

てて，両族のキルギス人が結集し，その橋の上には，両郷の名望家，イスラ

ム導師など全てが勢揃いじた。アテキン族の郷司，ベレク・ソルタナエフ

5eJJeK COJJTaHaeBは iロシア人の身ぐるみを剥ぎ，タシケントまで追い払

わねばならない。戦闘で死んだ方がよい」と大声で叫んだ。彼に続いて，サ

ルィパギシュ族の信望篤い導師のウマル YMapは， iここで死ぬのを恐れる
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な，これは神聖な死だ，そのような人々を天国は待っている」と反乱に向う

民衆を鼓舞した。サルィパギシュ族の郷司ケメリ・シャブダーノフ KeMeJIb

lIla6.l1.aHoBをはじめ，名望家たちは，結集した民衆に，彼らの行為は無益で

あると訴え，彼らの制止にまわった。だが，民衆は「神聖な死をとろう」と

叫びだし，郷司の兄弟であるモクシュ・シャブダーノフをハンに推戴し，そ

の日の内に，ノヴォ・ロシィスコエ村の襲撃，焼き打ちが始ったのである19)。

この 8月8日に，サルィパギシュ族は「徴用者を出さない， ロシア人と戦っ

て死んだ方がよい，キルギス人全てをこの戦いに加わるように説き伏せる」

という「誓約」を行い，モクシュ・シャブダーノフを白いフェルトの上に戴

きハンと宣言したのである20)。原住ムスリムは，彼らの伝統的民族的誓約

<<6aTa>>で結束を堅め，自らのハンを推戴することで自らの伝統的政治秩序の

復位を目指し，その部族的結合を反乱の組織的紐帯へと転用しつつ戦ったの

である。 r誓約」は，徴用令実施への抵抗のはじまった7月以降，原住民の

あいだで何度も行れているが21)，南セミレーチエの反乱では何人かのハンを

生み出す契機とさえなった22)。 この反乱は，豪族 MaHarr，名望家，イスラム

導師らに領導されたが，彼らはそクシュにみられるように，原住ムスリムの

正統性の観念を体現する人物であった。モクシュは，セミレーチエのチュ一

川渓谷へのロシアの進出に抵抗したことで，この地に知られる豪族ジャンタ

イ且)!(aHTa貨の孫にあたり23)， 原住民からの土地収用をはじめロシア支配の

強圧を身をもって体験し24)，メッカ巡礼から戻って来たばかりであった均。

彼は，この反乱の象徴的存在であったといえよう。

南セミレーチエでのムスリム反乱によって，植民地社会は決定的に分裂・

敵対することになった。ロシア人をはじめ入植者の武装化が急拠進められ，

原住ムスリムに対する虐殺事件が移民によって引き起こされる。外!軍知事の

M.A.フォリパウムは， 8月2日に，郡長と地区警察署長に農民隊の組織を命

じ26>，州都ヴェルヌイの住民には銃を放出し，義勇隊を組織する措置をとっ

た27)。反乱の渦中におかれたピシュベク市では， 8月13日に民兵隊尻町)!{HHa

の結成が呼びかけられ，翌日，教会の鐘の音を合図に全ての民兵隊が結集し

た。 16日から 18日には，原住民約600名を狩り出して，市にバリケードを
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築かせた28)。同郡の開拓入植村の全てでも，槍や銃で住民の武装が行れた29)。

正規軍である懲罰隊は，入植民社会からの志願者で補充・強化され，都市と

入植村落は防備を施され，セミレーチエ州の入植民社会の全般的武装化がお

こなわれたのである30)。このような緊迫した雰囲気のなかで，軍・警察，地

方当局の制止をふり切って，あるいは黙認の下に， ー連の原住民虐殺事件

が起こるのである。 ピシュベク郡の入植村〈ロヴォドスコエ EeJlOBO瓦CKoe

では 8月11日から 14日にかけ入植農民によって， 700人に及ぶ原住キル

ギス人が殺され，プルジェヴァリスク市では， 8月11日から同月下旬まで

にドゥンガン人約 700人が，市近効のチェプロ・クリュチンスコエ TerrJlo-

KJlIOtIHHCKOe，プレオブラジェンスコエ口pe06pa)!{eHCKOeの入植村落では，

何百人ものサルト商人が虐殺された31)c 

中央アジアの 1916年ムスリム蜂起は，支配民族たるロシア入社会にも被

支配者である原住ムスリム社会にも甚大な被害をもたらした。表 1はトルケ

スタン各州での反乱犠牲者(死者)の内訳を示したものであるが，まず， ト

ルケスタン全体の犠牲者2，301人中，セミレーチエ州に 2，110人が集中し，

ここがトルケスタンで最大かつ激烈なムスリム蜂起の場となったことが判

る。さらに，セミレーチエ州では原住民行政吏員の犠牲者は僅か2名であ

表 1 トノレケスタン地方のムスリム蜂起被害者(叛徒による殺害者数)

hq|貼ー十一:川河川計
セミレーチエ 2 14 2，094 2，110 

スイノレダリア 7 3 45 55 

サマノレカンド 12 3 83 98 

フェノレガナ 34 1 35 

ザカスピ 3 資料なし 3 

計 55 24 2，222 2，301 

典拠， IT. f. faJly3o， TypKecTaH-KOJlOHHH， M.， 1929， c. 157. 
カソレーゾは，地方当局がムスリム蜂起の規模ーを過少に評価しようとしたことを考

慮して，表の作成にあたって最大数を採用した。それでも，別の史料は，セミレー

チエ州での蜂起の戸ジア人死者は 3，000人を越えると述べている。 A.B.口HCKO-
BCKU首， OT. pe丸， BoccTaHue 1916 ro.n:a.・，も 265.c. 399. 
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セミレーチエ州各都のムスリム蜂起被害者 (1916年 11月1日現在)

明

賢lii2)lhldz
O O 

20 O 

65 O 

1003 。

表 2

¥¥  

名¥¥¥¥¥君日

18 

31 

3 O イヌノレコ二
ウ、

1 O ンケヂヤノレ

ピシ 97 2 1 ク-へ
1884 6 1 プルジェヴアリスク

10883) O勾

典拠， A. B.口lICαK王ωO叩BC出KαE凶f説誼， OT. pe瓦.， BoccTaHHe 1916 rO，l(a ...， N2 255， C. 376ー7.
1) 軍人は他に負傷者41名を出している。 TaMiKe， C. 376. 

2) 史料では可HHbIpa3Be，l(.となっており，史料編者はこれを司区HbIpa3Be瓦[KU]

偵察員と解釈している。しかし，これは明らかに可HHbIpa3[Hblx] Be江[OMCTB]

各種官庁員と理解すべきである。この史料255番が添付された，セシレーチエ

州寧知事事務取扱いの報告書では，可HHbIpa3Hblx Be江OMCTBと明記されてい

るからである。 CM.，TaM iKe， NQ 254， C. 374. 
原史料の誤った計算を訂正した。

O 75 12 2 55 計，小Jエチレセ

3) 

ロシア人から成るコサック，移民，町人など植民社り，反乱の鉾先は直接，

フェルガナ，サマノレカン

スィル・ダリア州などのロシア人行政吏員より，原住民行政吏員に多く

これは，会とロシア人行政吏員に向けられている。

，
 

r' 

の犠牲者を出した地域と異なる特徴を示している。犠牲者の内訳からみられ

いわばフェルガナ型とセミレーチエ型のこの相違は，基本的には，中央る，

フェルガナ型で即ち，アジアに於ける相民地化の相異に規定されていた32)。

ムスリム零細農民による棉作モノカルチャー経済の形成による植民地化tま，

そこでの不満がロシア支配の末端を担う土民行政機関の吏員に向けが進み，

セミレーチエ型では，牧民の土地収用とロシア人をはじめられたのに対L，

とする農民の入植推進の下で，原住民の不満はロシアの支配と入植社会その

このように考えると， 1916年蜂起は，全体としものへ向けられたのである。

セミレーチユ「進歩的な民族解放運動」と把握しながら，て，反帝国主義の

「封建的=教権的分南部のような移民に多大な犠牲をもたらした地域では，

子」によって「反動的なJ~民族主義の運動」へ転化させられたとするソヴ

フェルガナ，セミレーチエ両州にそれ
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ぞれ典型的な蜂起の社会的性格は，進歩的一反動的の両分的判断によってで

はなし植民地化のコースの相具に規定されたものと考えるべきであろう。

セミレーチエ州での被害の実態を，もう少し具体的に検討してみよう。表2

は，セミレーチエ州各郡のロシア人被害者(死者と行方不明者)を示したも

のであるが，同州南部，特にプ。ルジェヴァリスク郡，ついでピシュベク郡で

大きな被害が出ている。この犠牲者の圧倒的部分はロシア人入植農民であっ

た。チュ一川流域からプルジェヴァリスク郡にわたって，僅かの例外を除

き，殆んど全ての彼らの入植村落が，襲われ破壊されたのである34)。セミレ

ーチエ州軍知事事務取扱い A.I1.アレクセーエフの 1917年 3月14日付，ツ

アーリ宛上奏報告では，同州の 94の入植村落が襲われ， 5，373戸が焼き払ら

われたと指摘されたが35)，これは 1914年の同州の入植村落 191，人口 169，322

人の過半にも及ぼうとするものでありお)，植民社会をまさに震揺させる規模

であった。ムスリム原住民の被害も，決してこれに劣ることはなかった。入

植者による一連の原住民虐殺事件については，先に言及したが，反乱の敗退

過程で寧・行政当局により，彼らの畜群が大量に差し押えられた37)。さらに，

懲罰隊と移民による制裁・報復をのがれ，人員と畜群を失いながら中国へ越

境した数は 30万人に及んだ38)。州全体で原住ムスリムの人口は 3割の減少

となったが39)，反乱の激しく展開した南セミレーチエのプルジェヴァリスク

郡では， 34，509の天幕経営 KII6IITKaが， 1917年 1月には 8，847へ，ピシュベ

ク郡では， 27，831から 11，518へ，それぞれ， 77.2%， 58.6%の減少をきたし，

原住ムスリムの牧畜経営は壊滅に近い状態に陥った40)。

1916年のムスリム蜂起は，原住民の帝政ロシア支配に対する単なる大規模

な抵抗・反乱ではなく，いくつかの点で，中央アジアに於ける革命の始まり

を告げるものであった。まず，この蜂起の基本的原因が，当地の行政官自ら

が確認せざるをえなかったように41)，帝政ロシアの植民政策にあり，その矛

盾は戦時体制の下で深化し，徴用令の実施によって爆発したのであった。そ

の意味で，これは帝政ロシアの植民政策そのものを否定する反乱であった。

第二に，この蜂起が植民地セミレーチエにもたらした経済的結果，さらに，

その政治的雰囲気が，この地域のつづく草命と内戦における入植農民，原住
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ムスリムの動向を直接，大きく規定することになったことである。甚大な被

害を蒙ったロシア人をはじめとする入植農民は，武装し，自力で原住民の家

畜・資産を略奪し，土地を占拠し，彼らの損害の補償と営農の再建安定に動

き出すのである。他方，原住ムスリムは，反乱の鎮圧により大きな打撃をう

け，飢餓と窮乏に打ちt立がれ， ロシア人の植民社会に受動的に対応せざるを

得なかった。ここに，中央アジアの革命史研究の一つの基本的論点たる，革

命からの原住ムスリムの「疎外」という問題の淵源がある。

第三十こ，この反乱のなかで，植民地セミレーチエの革命と内戦を闘う基本

的な政治潮流が現れ，勢揃いしたことである。原住ムスリム社会のなかから

は，モクシュ・シャブダーノフに代表される豪族マナプ，名望家，イスラム

聖職者に率られる潮流が現われ，これは後に，ソヴェト権力に抵抗するキル

ギス人ノミスマチの系譜に連っていく 42)。 これに対'抗して，セミレーチエで

は， M.トゥイヌィシュパエフ TbIHbIlllIIaeBに代表されるカザフ人民族主義

者のクゃループが，徴用令の実施に協力すベく，積極的に登場してくる 43)。彼

らは， 1917年にはアラシュ=オルダ党をつくっていく o そして最後に，最

も微弱で、あるが，移民局の下級官吏・通辞を嘗て務めたトカシュ・ボキン

TOKaIll EOKHHに代表される，徴用令の実施に抵抗し，後の革命派ポリシェ

ヴィキーに加っていくカザフ人革命家の潮流であるM)。他方，ロシア入社会

の内部では，ムスリム蜂起の視察後， トルケスタン統、治を英仏型の植民地経

営として再建しようとする，後の臨時政府首相 A.φ.ケレンスキーに代表さ

れる潮流と 15)，セミレーチエの植民政策に批判的に対応し，後に革命派ソヴ

ェトの指導者となる E.11.ブロイド Epo抗)1.0に連らなる動きである46)。

反乱の基本的原因，その結果が与えた後の植民地民衆の動向への規定性，

反乱のなかで現出した基本的政治潮流，これら全ての点において， 1916年ム

スリム蜂起は，セミレーチエに於ける革命の始まりを告げるものであった。

なるほど，後の革命派を形成するブロイド E.11.にとっても， T.ルィスクー

ロフにとっても， 1916年の徴用令とそれにつづく反乱は，彼らの準備のない

予期せぬツアーリズムの「挑発」と意識されたとしても47)，これは，悲劇的

な出発であったが，紛れもなく，入植者と原住ムスリムの互いに並存する卒
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命過程のはじまりであった。だが，その本格的展開を分析するまえに，植民

地社会の再編成を目指した，帝政ロシア最後のトルケスタン総督クロパトキ

ンの統治体制を検討しておかねばならない。
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II クロパトキン体制

ムスリム蜂起が始まり，展開するなかで，北部戦線司令官 A.H.クロパト

キンは， トルケスタン総督兼トルケスタン軍管区司令官に任命され 8月8

日に漸く，総督府のあるタシケントに着任した1)。彼にとって，これは生涯

で三度目の中央アジア・ムスリム地域への関与となった。まず，軍人とし

て，この地方で人生の 20代から 50代まで勤務L.，ザカスピ州の軍知事まで

務めあげ， 次いで， 帝政ロシアの植民地支配に大きな衝撃を与えた 1898年

のアンヂジャン蜂起に，中央政府の陸相として対処した2)。そして，今また，

徴用令の実施をめぐり引き起こされたムスリム蜂起の展開する最中に，帝政

ロシア最後のトルケスタン総督として赴任することになったので、ある。

中央アジアの植民地で，軍人としての経歴のなかで自己を形成した新総督

グロパトキ γは， 1916年ムスリム蜂起を鎮圧しつつ，セミレーチエ州を中心

とする新たな植民地経営論を構想することになる。

激烈な反乱の場となったセミレーチエ地方では，グロパトキン総督の下で

厳しい軍事統治の体制が導入された。 7月17日にはセミレーチエ州を含む

トルケスタン全域に戒厳令が布告され，全ての事件が軍事法廷で，戦時法に

基づいて裁かれることになる3)。続く 21日には原住民が群集すること」

を禁止しめ， rロシアの権力への恭JI原のあかしとして，将校と全ての官吏を常

に起立と辞儀をもって礼容に迎えること」を原住民に求めるようにとの指示

が5)，セミレーチエ州軍知事になされている。さらに， 8月以降の南セミレー

チエでの反乱の展開のなかで，農民部隊の編成，守備隊の強化とともに，大

量の軍隊が反乱鎮圧のために投入された6)0 8月21日付電文で，総督クロパ

トキンは，セミレーチエ州軍知事フォリパウムの指揮下におかれた軍隊を列

挙し，この軍の規模が嘗てロシアがスィルダリア，サマルカンド，フェルガナ

地方の征服に要した寧より大きいと指摘し，彼を鼓舞しているのである7)。

このような軍事力を背景にして，ムスリム叛徒への峻厳な鎮圧の体制が築か

れたのである。州軍知事は， ピシュベグ市地区懲罰隊長に宛て，騒援の兆し

があれば「二流の首謀者であれ，捕え，軍事裁判に付し，直ちに吊せJ，r疑

わしいものは誰であれ捕え吊せ」と指示しているのである8)。徴用令の実施
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に抵抗したトカシュ・ボキンには， r彼をつかまえるか，殺すように密かに軍

隊に伝えよ」との命令が，州、|軍知事からピシュペク郡長に発せられていた9)。

剥き出しの直接の軍事力による叛徒の制圧と原住ムスリムへの威圧ととも

に，叛徒の分断，懐柔，そして統合をめざす措置がとられた。叛徒の分断と

勢力の孤立化のために，原住カザフ，キルギス人の部族的結合も利用され

た。州軍知事は郡長へ， r精力的に〔部族聞の〕党派の分裂を利用せよ，我々

の側に一方を引き寄せ，反乱に反対するものへは厚い温情を示せ。 ……(中

略)……敵意をまき，我々の支持者を助けよ」と指示していた10)。 さらに総

督クロパトキンは， 8月17日， 20日とたてつづけに，セミレーチエ州の徴用

者を 6万から 4万7千人へと減らし，反乱の鎮圧まで徴用を実施しないこと

を約し，反乱の波及を防止する措置をとった1九 8月23日には，郷とアウル

集落の原住民役人，警察吏員，イスラム聖職者，貴族と名誉市民の称号をも

っ原住民など名望家層を徴用から免除する総督の指令が出され12>，原住民名

望家層を懐柔し，彼らを社会的挺子にムスリム民衆の体制への統合をはかる

措置がとられることになる。グロパトキンは，これらの名望家層と原住民行

政機関から，徴用事務を扱う地区委員会を設置した。ここには，ムスリム名

望家層のみならず，後のアラシュ・オルダ党をつくるカザフ人民族主義者や

イスラム改革派ジャヂードも参与・協力してし、く。セミレーチエ州では，こ

の地区委員会の一つの議長は 11.ジャイナコフ且)!{a註HaKOBが務めている。

グロパトキンは， ツアーリへの上奏報告のなかで各郡で名望ある信頼で

きる原住民を，労務者徴用事業に直接，参与させることは大きな効果を生ん

だ」と，その活動の成果を誇っていた13)。セミレーチエ州では， 9月15日か

ら徴用令の実施にふみきった他のトルケスタン諸州とは異なって r平隠が

訪れるまで」その実施は延期されたとはいえ14)，反乱を鎮圧して漸く， 10月

末から 11月初めにかけて，徴用労務者の第一陣が送られることになったの

である 15)。

軍事力で制圧し，原住民名望家層を懐柔し，彼らを挺子としてムスリム民

衆を統合し，徴用者を送り出す体制が整えられたが，セミレーチエの植民地

社会は二つの鋭く敵対する社会へ分裂した。反乱のなかで鎮圧され，零落・
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窮乏したキルギス人の郷では，ロシア人の復讐を恐れ，要求される労務者，

馬匹，天幕などを「不備さしさわりなく」供出せざるを得ず， r強い抑圧状

態」に陥った。彼らと入植農民の間には，最早， r中目互の信頼」の回復され

る余地はなかった。フォリパウムに替った州軍知事事務取扱いの A.l1.アレ

グセーエフは， クロパトキンへ宛てた報告覚え書きを次のように結ばざるを

得なかった。

「……相互の怨恨，精疑，そして不信は，長きにわたって平和な善隣関係

の確定に対して，由々しき障害となろう。このことは，商業，経営，そし

てひどい被害を蒙った地域の経済制度全般に重大な影響を与えていること

は疑いない。J16) 

ロシア人の復讐を恐れるキルギス人の「打ちひしがれた」気分と，ロシア人

住民の， 反乱を起こした彼らへの「不満J， r敵意」が植民地社会に澗漫し

たのである 17)。植民地セミレーチエのこのような鋭い社会的分裂と原住民へ

の抑圧のなかで18)，総督クロパトキンは， トルケスタンの遊牧地域での反乱

の基本的原因を原住民からの土地収用にあると考え問，新しい植民プランを

構想することになる。

9月13日にグロパトキンは，タシケントで農務省の代表タチーシチェフの

報告を聞き，それへの批判的コメントのかたちをとって，彼の植民論を展開

することになる。タチーシチェフは，セミレーチエ・コサック軍団に法定男

子分与規準の 30デシャチーナを確保するために，既に定着営農しているキ

ルギス人から 7万デシャチーナの土地を収用することを提案した。これに対

し， グロパトキンはロシア人の血の流された所でのみ土地収用を行い，そこ

にコサック兵村を新設することを提案し["我々自らが手に入れた水で，白

から濯慨した土地にロシア人を扶植し，ロシア的要素を増大せねばならな

い。だが，ロシア人の入植のために原住民から土地を没収することは，彼ら

とロシア人の聞に不和の種を播き，流血の制裁を準備することになる」と批

評した20)。農務省、が従来通り，キルギス人の可耕地の収用で，入植フォンド

を確保しようとしたのに対し，蜂起の原因を原住民からの土地の収用にみて

いたクロパトキンは，ロシア人の血の流された地域で、のみ，懲罰的措置とし
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て土地収用を行し、21)，そこに植民を進めることを考えたのである。

クロパトキンは 10月10日に，反乱の鎮圧を直接指揮するため， M.トゥ

イヌィシュパエフを伴って，セミレーチエ州に入った22)。 ここで，当州、|の反

乱鎮圧過程を直に見聞し，植民地セミレーチエの入植者と原住ムスリム社会

への鋭い分裂に接して，彼の植民論の特徴をなす，隔離入植・統治を考える

ことになった23)。彼の『日誌』は， 10月12日のピシュベク滞在のくだりで，新

しい植民に想いがめぐらされたことを示している。クロパトキンは，ここで，

「セミレーチエに於ける問題をいかに調整し，この豊かな地方で平和な生活

をいかに再建し，ロシア人住民とキルギス人をし、かに親和させるか」と問い，

「可能なところでは長きにわたり，これらの民族を分離することである」と

の結論をえたので、ある。彼は，反乱の舞台となった地域からキルギス人を追

放し，その土地を没収しロシア人の郡」をつくり， ここには，いくつか

のコサック兵村を移し，キルギス人はナルゥイン要塞地方に移し， I特別のキ

ルギス人山地郡」を設置するとした。そして，この二つの分離された郡は，

鉄道が敷設され，外国資本さえ導入されて，数百万プードの穀物と肉類を冷

凍貨車でヨーロッパ・ロシアへ送る繁栄する一大農畜産基地となることが構

想された。この構想の下では，隔離された原住キルギス人に与えられる課題

は，もはや「定着農耕化 oce，ll;JIOCTbJを通じて「進歩」に浴することではな

し「生れながらの畜産者であり牧民J，I生れながらの騎兵J， I生れながら

の養馬者」として，ロシア陸軍へ騎兵を補充し，軍馬，畜産品を供出するこ

とであった。この新しい課題に応えるため， クロパトキンは「彼らを奮い立

たせる」ことが必要と考え，そのために学校，とりわけ職業学校を開設し，

ロシア語を履修させ， Iロシアの法と文化」に彼らが通じることを求めたの

である21)。

セミレーチエの植民に関するクロパトキンのこの構想は 10月16日に州

都ヴェルヌイで，彼を議長として聞かれた会議で，正式に最終的な確定をみ

る。この会議で， グロパトキンは「ロシアの血が流された全ての土地をキル

ギス人から収用する」と主張し，ピシュペク郡のケベニ谷，チュー谷の一部，

プルジェヴァリスク郡のイシ・クル湖岸，ヂャルケント郡のテケス谷，チョ
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ルグヂェ川地方から，原住民 37，555経営が追放され， 2，510，361デシャチーナ

の土地が，彼らから没収されることが決定された。この地区は新しく，フ。ル

ジェヴァリスク郡として編成され，五つのコサック兵村とロシア人移民の入

植村落が扶植されることが確認された。他方，追放される原住民はナルゥイ

ンを郡市とする特別の郡へ新たに編成されること， r特に罪の重い」サルィパ

ギシュとアテキンの両族は，他の諸郷のアウル集落へ分散移住させるか，パ

ノレハシ湖岸の荒地へ移すこと，ヂャルケント郡南部で反乱を起こしたアタバ

ン族は，テケス谷とチョルクヂェ川地方から追放し，ここに対中国防備のた

めのコサック兵村を配置することが決定された25)。 ヴェルヌイ会議の，これ

らの確認事項を，農務省も基本的に了承し26)，追放・隔離されるキルギス人

から成る新設のナルゥイン郡に，とりあえず，郡長と同補佐1名を任命し，彼

らの行政経費は，叛徒から没収した畜群の売却でまかなうことになった27)。

総督グロパトキンのセミレーチエ植民論は，こうして， 9月12日のタシケ

ントでのタチーシチェフへの批判的評言にはじまり，セミレーチエ巡撫のな

かで、現地の状況にふれ，明確な輪郭をとり， 10月16日のヴェルヌイ会議で

確定した。これは，その規模に於いて 3万7千余の原住民経営から 250万

デシャチーナの土地を没収し，そこにコサッグ兵村とロシア人農民の入植を

進めようとする遠大な計画であった。ストルィピン時代の積極的移民政策の

下で， 1906--14年に移民局が収用した土地が，同州で270万デシャチーナで

あったことを考慮すると28)， この計画がそれに匹敵する一時代を画するにふ

さわしいものであったことが解る。だが，この植民地計画は，帝政ロシアの

移民=入植政策の危機と行き詰まりを示すものであった。第一に，従来の牧

民からの「余剰地」収用一入植地フォンドの形式では最早なく，まさに，反

乱のなかでのムスリムの大量逃避，鎮圧による追放，逃亡叛徒への厳しい帰

国条件の下で29)，「ロシア人の血の流された土地」への懲罰的な土地没収を

基礎としていた。最早，直接の武力を背景とした懲罰としてしか，入植地の

確保ができない危機的状況を示しているのである。第二に，この植民諭は，

反乱鎮圧後の植民地社会の分裂状態を，グロパトキンのヴェルヌイ会議の言

葉を藷りれば単に民族的境界に於いてではなく，地理的境界においてlO)
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実現しようとするものであった。この分離・隔離論は，原住民をロシア化し

つつ牧民=畜産者として特化しようとするものであり，従来の植民論の内包

する牧民の定着・営農促進という考えの破綻を示すものであった31)。

このように，クロパトキンのセミレーチエ植民論は，その懲罰的性格と，

原住民と入植者の隔離を説く点で，従来の移民入植政策の破綻を示すもので

あったが，同時に，彼の新しいトルケスタン統治をめざす展望全体のなかで

も，要の位置を占めるものであった。彼は隣接するペルシャ，アフガニスタ

ン，中国との安全保障の確保と，州・郡レヴェルの行政強化による原住民の

実効支配を， トルケスタン統治の基本としたが32)，彼の統治を内から支える

のは， ロシア的要素の増大・扶植と原住民のロシア化であった。セミレーチ

エは，対英協調をはかりつつ，アジア・ロシアの国境地帯を併合・拡大する

ことで安全保障を強化しようとする彼にとって，外交の橋頭霊であり，又，

ロシア的要素の最大の扶植地として，彼の統治の社会的基地でもあった。彼

の統治におけるセミレーチエのロシア人入植者の重要性については，彼が，

1917年2月にツアーリへ宛てた報告で r国家秩序保持」のため戒厳令に従

ってとられた措置は r現在よりもより良く， トルケスタン地方， とりわけ

セミレーチエ州のロシア人村落の住民の安全と平穏な活動を保障するためで

ある」と述べていることからも窺えるお)。 クロパトキンのセミレーチエ植民

論を，帝政ロシアの政論家が説いてきた従来の三つの論点，即ち，中央ロシ

アの農業問題解決のための移民・入植，帝国辺境の異民族支配と国境防備の

強化 r半ば野蛮な」アジア民衆のヨーロッパ文明への開化，即ち， ロシア

化3ぺとの関係で把えるならば，第一の論点は既にその意義を失い，懲罰的
な隔離入植を説く点で，移民・入植の危機と破綻を示すものであったが，同

時に第二，第三の論点を継承し，そこへ重点を移しつつ，新しいトルケスタ

ン統治を模索するものであったといえよう。

1916年ムスリム蜂起のなかで，セミレーチエ州の移民=入植を積極的に支

え，推進してきた総督サムソーノフと州軍知事フォリパウムの体制は崩れ去

り，新総督クロパトキンの下で、州軍知事事務取扱いのA.11.アレクセーエフ

が当州を統治することになった35)。 クロパトキンは，そのセミレーチエ植民
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論を実現することで，新しいトルケスタン統治を展望するが，反乱のなかで

深く鋭く分裂し傷ついた植民地社会の矛盾は解消されず，むしろ，体制に常

に危機意識を醸すものであった。反乱を誘発した労務者の徴用は，減員・緩

和されたが，その達成にははるかに及ばなかった36)。徴用労務者自身は，厳

しいロシアの労働・自然条件のなかで， ロシアへの反感と帰郷の念を強めて

し、く。さらに，彼らのロシアでの苛酷な状況についての情報がトルケスタン

にも伝わり，原住民に不安を与え，彼らの帰郷を求める動きさえ生じた37)。

他方，植民地セミレーチエの入植者のなかには，当局が反乱を予測できず，

被害の補償と援助も十分なされないことへの不満が募った。 トルケスタン地

区保安部嘱託ユングメイステルの 12月30日付報告では， 1現花， Ii'お上Ha1Ja-

JIbCTBO~ に対して大きな不満が生じており，将来，より面倒な激化事件を引

きおこしかねなL、」と危倶されたのである38)。入植者住民の植民地当局への

この不満は， 1910年 12月にこの地方を襲った地震をきっかけに，住民の間

でみられた高揚した社会的雰囲気を想い起こさせるがm，この不満の下で入

植農民は自立(律)的に動いていくことになる。だが，セミレーチエ州でも，

トルケスタン地方全体でも，行政当局はロシア人入植社会よりも，何よりも，

原住民の動向を警戒，危倶しつつ40)，二月革命を迎えることになる。

革命の知らせは， 2月28日に届いたが，グロパトキンはこの報道を禁止

し，中央の臨時政府の形成をまって，漸く 3月3日に公表されることになっ

た41)。中央の臨時政府は， トルケスタン統治を革命後の新しい状況に軟着陸

させようと動き出した。 3月6日に全般的な政治恩赦の政令が出されたが，

これと関連して， トルケスタンでは1916年の蜂起に係る一切の裁判事件は

「停止し，永久になかったものとする」と免訴の指示が出された42)。 これは，

反乱後の植民地社会の和解を目指すものであった。 8日には，陸相 A.グチ

コーフがクロパトキンの留任を打電し43)，11日には，国会議員 11.c.ヴァシ

ーリチコフを臨時政府コミッサールとして派遣し，クロパトキンと共にトル

ケスタン統治にあたることを伝えてきた44)。 クロノ什、キンは，このように中

央の臨時政府の支持を得て，革命後の「新しい体制」への政治的軟着陸の担

い手となる。彼は「偉大な白由ロシアJ，1聖なるロシア」を呼号し，戦争完
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遂のために「内なる動乱」の発生を警戒し，何より原住キルギス人の脅威を

訴えた45)。彼は，原住キルギス人の動きを危倶し，タシケント兵器庫から大

量の銃と弾薬をロシア人住民に引き渡 L46)，セミレーチエ出身の兵士に休暇

を与えたのである。 1916年蜂起で被害をうけた経営を復興するために休暇を

与えられた彼ら兵士は，大挙して武器を携え帰郷し，原住民への暴圧を加速

させることになる47)。だが，クロパトキン体制は，彼が警戒し対抗措置をと

った原住ムスリムによってではなく，二月革命の政治的衝撃を受けて，自立

的に動きはじめた植民地のロシア入社会，その兵士と労働者によって打倒さ

れることになる。政府コミ γサールのヴァシーリチコフの到着をまたずに48)，

3月初日にタシケント労兵ソヴェトは，他の諸組織の代表を加えた合同会議

で，クロパトキン以下の総督府高官の解任と自宅軟禁を決定し，翌日には，

彼の解任がトルケスタン地方に通報された49)。かくして，帝政ロシア最後の

トルケスタン統治を担ったクロパトキン体制は崩れ去り，彼による新しい体

制への軟着陸の試みを押し破って，ロシア人を中心とする植民地民衆の第二

の波が激しく押し寄せることになるのである。

注

1) n. r. raJIy3o， BOCCTaHlle 1916 r. B Cpe瓦He註A31111・<<KpaCHbI員 ApXllB>>，1929， 
T. 34， c. 45， 48， 50; E. C. CyJIe誼MeHOB，pe瓦.， BoccTaHlle 1916 ro瓦a・・"c. 167. 

2) E. lllTe首H6epr，AH江lllKaHCKoeBOCCTaHlle 1898 r. <<KpacHbI政 ApXllB>>，1938， 

T. 3 (88)， npllM・1，c. 133. 
3) E. C. CyJIe晶MeHOB，pe瓦.， BoccTaHlle 1916 ro疋a…， N2 62， c. 65. 

4) TaM lKe，池田， c. 66. 

5) TaM lKe， N~ 63， c. 65. 

6)結局，セミレーチエの反乱鎮圧のために，三つの民兵隊瓦pylKllHa(一隊は一連隊に

相当する)，七個の予備狙撃兵連隊，五個のコサック騎兵中隊， 14門の砲，砲兵中隊

と機関銃隊を配備する第七オレンフツレグ・コサッ F連隊と第九シベリア・コサック連

隊が，他州から投入された。 TaMlKe， M 145， c. 136ー7.

ηC. Epa首HllH，lll. lllaやllpO，BoccTaHlle Ka3aXOB CeMHpe可bllB 1916 ro瓦y，A♂M仕
ATajMocKBa， 1936， c. 62. 

8) E. C. CYJIellMeHOB， pe丸， BoccTaHHe 1916 rO，l(a・"， N~ 133， c. 130. 

9) TaM lKe， N2 125， c. 127. 

10) TaM lKe， M 69， C 67. 原住カザフ，キノレギス人は，牧地の管理を基本とする部族社

会で，彼らの闘では部族問の抗争がみられたが，帝政ロシアの支配と原住民選出の行
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政機関の設置によって，この部族闘争 po.n:OBa5160pb6aは，郷ーアウノレ集落
の土民

行政機関へも，持ち込まれ，部族問の党派抗争 rrapTl:l誼Ha51
60pb6aとなって現象し

た。南セミレーチエの蜂起の狼煙をあげたアテキン族とサノレ
イパギシュ族の聞でも，

この部族闘争が続いており，アテキン族がロシア支配への怨恨
をサノレィパギシュ族に

はらそうとする契機も，反乱への駆動要因として働いていた。
A.B. n51CKOBCKH首，

OT. pe江.， BoccTaHHe 1916 ro江a…， NQ 253， c. 370-371. セミレー
チエの反乱では，

従って，それぞれの族 pO瓦を越えて「誓約 6aTaJを交すこと
はなかった。A.30PHH， 

113 HCTOpHH BOCCTaHH51 KHprH30B H ICa3aXOB B 1916 r
. <<60pb6a KJlaCcoB>>， NQ 

7-8， 1932， c. 136. 原住ムスリムが革命から疎外されたとい
う論点とともにに，階級

闘争ではなしこの部族闘争が革命・内戦期から 1920年代半
ばまで基調をなしたとい

う見解も，この地域の革命史研究の重要な論争点を成している
のである。 A.KyqKHH， 

COBeTH3al¥H51 Ka3aXCKoro ayJla (1926-1929 rr.). <<Borrpo
CbI l1cTop耳目>>， 1946， N2 

10， c. 11， 21-22; nHCbMO rpyrrrrbI Ka3aXCKHX HCTOPUKOB，
 nHCbMO A. n. 

KyqKUHa B pe.n:aKl¥ulO. <<l1cTopu51 CCCP>>， 1962， NQ 2， c. 234-6. 

11) 6. C. CyJle晶MeHOB，pe江， BoccTaHHe 1916 ro江a…， NQ 1
29， c. 128-9; A. B. 

n51CKOBCKH白， OT. pe疋.， BoccTaHHe 1916 ro.n:a"'， NQ 30， C. 50;地 48，c. 7
7. 

12) 6. C. CyJle並MeHOB，pe江， BoccTaHue 1916 ro.n:a・".， NQ 132， c. 129-13
0. 

13) C. 6pa誼HHH，!ll. !ll a中日pO，BoccTaHHe Ka3aXOB CeMHp巴可b51…， c. 
71.翻訳官 11.

ジャイナコフは M.トワイヌイシュパエフとともに， クロパ，トキン総
督の下でセミレ

ーチエのムスリム反乱の鎮圧と徴用令の実施に協力する人物で
ある。 TaM}Ke， C. 44. 

タシケント市で徴用事務地区委員会を指導したのはジャヂー
ド瓦>Ka江H瓦であった。

n. A. KOBaJleB， TbIJIOBble pa60可HeTypKecTaHa B ro江bI r
repBoH MHpOBOH 

BO誼HbI(1916-Ma誼 1917rr.)， TaIIIKeHT， 1957， c. 36. 

14) 6. C. Cy戸rリ司J1eH員伽M悶t

15) C. 6pa首HH即f任H，!ll. !lla中npo，BoccTaHue Ka3aXOB CeMHpeQb51…， c. 
71. 

16) A.可yJlOIIIHHKOB，K UCTOp耳目 BOCCTaHU51KUprH3 B 1916 r. <<KpaCHbI説 AP
XHB>>，

T. 16， 1926， c. 74-75; A. B. n耳目OBCKHH，OT. peιBOCC
TaHue 1916 ro瓦a…， NQ 

254， c. 376. 

17) TaM >Ke，ぬ 261，c. 389. 

18)反乱鎮圧後のこのような状況を， r蜂起の前には，殆んど全ての〔ロシア人〕農民の

許でキノレギス人が働いていたが，しかし〔今は〕彼らはロシ
ア人に近寄ろうとさえし

ない。というのは，ロ γァ人はその残虐さにおいて，少しもキ
ノレギメ人に劣らないか

らである」と， トノレケスタン地区保安部嘱託のユ γ グメイステ
ノレは， 12月30日付の

報告で指摘している。 TaM>Ke， NQ 265， c. 398. 

19)口.f. faJly3o， BoccTaHue 1916 r. B Cpe瓦He誼 A3UU・<<
KpaCHbI誼 APXUB>>，1929， 

T. 34， c. 41， 65， 77-78. 

20) TaM >Ke， C. 55. 

21) クロパトキンは，陸相としてアンヂジャ γ蜂起に対処し
た際に，既に原住民叛徒から

の土地没収とそこへのロシア人農民の入植を，懲罰的措置と
Lて採用している。 E.

!llTe員H6epr，AH瓦H>KaHCKOeBOCCTaHue 1898 r. <<KpacHbI員APXUB>>，T
・3(88)， 1938， 

c. 128， 143， 175， 178. 土地を取りあげられ追放された叛徒
は，わずかの土地に慈悲
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MapxaMaT村をつくり，嘗ての叛徒の村ミン・チュベ MHH-TI06eは， ロシアの威

信を示すかのごとし多くの濯獄地をもっ入植農民のロシア PyccKoe村へ変った。

B. B. EapTO且b，l(， I1CTOpHlI KyJlbTypHO首)KH3HHTypKecTaHa.江.， 1927， c. 157. 

1916年ムスリム蜂起で「ロシア人の血の流された」サマノレカンド州ジザック郡でも，

懲罰的措置として，土地没収と入植プランが，クロパトキンによってたてられてい

る。 日.f. faJly3o， BOCCTaHHe 1916 r.・・" <<KpacH副首 APXHB>>，T. 34， 1929， c. 87， 93. 

22) E. C. CyJle誼MeHOB，pe江.， BoccTaHHe 1916 ro瓦a…， c. 184. 

23)原住民の追放と隔離は，軍事措置として，反乱鎮圧過程で既に採用されていた。 9月

24日付で，セミレーチエ州軍知事が懲罰隊長へ宛てた電文では，原住民が「永久に」

追放され，今後「純粋に戸シア人の地区」となる地域，キノレギス人の立ち入りを禁止

し「無条件の恭順」を示したもののみ，徐々に移住が許可される地域を，それぞれ具

体的に指示し， r最も罪の重い郷」であるサノレィバギシュとアテキン族は， r全く特別
に別の郡Jへ移住させると述べていた。 TaM)Ke， NQ 139， c. 132-3. クロバトキン

の隔離・入植諭は，このようなセミレーチエの反乱鎮圧の実態に依拠して考えられた

のであろう。

24) D. f. faJlY3o， BoccTaHHe 1916 r.， <<KpacHbl員ApXHB>>，T. 34， 1929， c. 60-61. 

25) A. B. D51CKOBCKH首， OT. pe丸， BoccTaHHe 1916 ro瓦a...，NQ 488， c. 684-687. 

26) TaM )Ke，地 262，c. 390-391. 

27)口.f. faJly30， BoccTaHHe 1916 r， <<KpacHbl員ApXHB>>，T. 34， 1929， c. 92-93. 

28)拙稿「帝政ロシア・セミレーチエ地方に於ける植民の展開H北大史学』第 29号 (1989

年 8月)47頁。

29) A. B.日HCKOBCKH員， OT. pe，l(.， BoccTaHHe 1916 ro疋a...，M 487 c. 684. 

30) TaM )Ke，ぬ 488，c. 685. 

31)嘗て分|軍知事のフォリパウムは，原住民を定着「農耕化させ， r普通のロシアの農民」
をつくる「素材」とのみ，みなすと豪語していた。 Pa60可eeH arpapHoe瓦BH)KeHHe

B Ka3axcTaHe B 1907-1914 rO，l(ax. C60PHFIK ，l(OKyMeHToB H MaTepHaJlOB， AJlMa司

ATa， 1957， c. V-VI， M 253， c. 361. クロパトキンは，反乱の原因に牧民からの土

地収用をみて，移民入植政策を批判するなかで，原住民の農耕定差への強制ではな

く，牧民への特化を説くに至るのである。彼はセミレーチエ巡察後も，彼の『日誌』

のなかで， r牧民として養馬者として，彼らは劣った農民以上にロシアに有益であろ
う」と強調するのである。 D.T'. faJly3o， BOCCTaHHe 1916 r.…， <<KpacHbl負ApXHB>>，

1929， T. 34， c. 65-66. 

32) TaM )Ke， c. 82-83. 

33) TaM )Ke， c. 85. 

34)第三国会議員で 1909年夏にセミレーチエを視察した右派オクチャプリストの A.JI. 

トレグーボフの植民論に，これらの論点が明瞭に窺える。 A.JI. Tpery6oB， Depece-

JleHQeCKOe瓦巴JlOB CeMHrraJlaTHHCKo負 HCeMHpeQeHeKO員06JlaCTHX・<<BorrpOCbl

KOJlOHH3aU:HH)>， M 6， 1910， c. 140， 169， 172. トレグーボフは，第四国会でも移民

問題委員会に属して活躍するが， 1916年ムスリム蜂起を審議した 1916年 12月15日

の議場では， rやめろ」の野次のなかで発言できなかった。 D.f. faJly3o， pe，l(.， 
BOCCTaHHe 1916 ro瓦aB Cpe江HenA3HH. C60PHHK瓦oKyMeHToB，TaIIIKeHT， 1936， 
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C. 161. 国会での彼のこの苦境に，彼に代表される帝政ロシアの
植民論の危機も窺え

るのである。

35) フオリバウムの州軍知事としての活動は 9月24日ま
で確認できる。 9月26日には

アレクセーエフが州軍知事事務取扱いとして執務しているか
ら，フォリパウムは9月

25日に辞任したと推定できる。 CM.，A. B. IT5lCKOBCKH首， OT
. pe，l(.， BoccTaHHe 1916 

rO，l(a"'， N2 248， c. 355;地 477，c. 676. 

36) トノレケスタンでの徴用は，当初の 25万から 20万へ，
セミレーチエ州では 6万から

4万5千人へと減員されていた。 TaM)!{e， N2 30; c. 50;ぬ 48，c. 77. 
だが， 1917 

年 2月 1日まて、に， トノレケスタンでの徴用者数は 12万人と
計画を大幅に割っていた

のである。日.r. raJIy30， BOCCTaHHe 1916 r.・・， <<KpacHbI
誼 APXHB>>，1929， T. 34， 

c. 80. 

37) 5. C. CYJIeUMeHOB， pe瓦.， BoccTaHHe 1916 rO，l(a・"， N2 146， c. 137
. 

38) A. B. IT5lCKOBCKH品， OT. pe，l(.， BoccTaHHe 1916 rO，l(a
・"， N2 265， C. 400. 

39) Pa60可eeH arpapHoe江BH)!{eHHeB Ka3axcTaHe B
 1907-1914 ro瓦ax，瓦OK・N2

264， c. 377. 

40) ヴェノレヌイ市警察署長は， 1917年 1月 19日付の報告
で，原住民の不穏な働きを指

摘し，前年8月の!蜂起前夜に似ていると警告していた。 5.C. CyJI員M
eHOB，pe江，

BOCCTaHHe 1916 rO，l(a・-・， c. 193-4. クロパトキンも，セミ
レーチエ州では春の牧草

が芽ばえると，原住民が軍事行動をおこすのではないかと危
倶していた。 IT.r. ra-

JIy30， BOCCTaHHe 1916 r"'， c. 81-82. 

41) 且.Y!. Co員中ep，COJI瓦aTCKHeMaCCbI B 6opb6e 3a rro6e且y BeJIH
KO誼 OKT5l6-
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17 r.)， <<Y!CTOpHQeCKHe 

3aIIHCKH>>， T. 64， 1959， c. 50. 

42) R. P. Browder and A. F. Kerensky ed.， The Russian Provi
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ment 1917. Documents. Stanford， 1961， p. 197. 

43)口.A. KOBaJIeB， TbIJIOBble pa60lJHe TypKecTaHa B ro瓦bIrrepB
o註 MHpOBO誼

BO加 bI(1916司Ma品1917rr.)， TaJllKeHT， 1957， c. 151. 

44) <<ITo6e且aOKT5l6pbCKO註 peBOJI!OI:(HH B Y36eKcTaHe
>>， C60PHHK 瓦OKYMeIUOB，

T. 1. TaJllKeHT， 1963， N2 11， c. 36. ヴァシーリチコフ公は，第四国会議
員で，国会

の移民委員会のメンバーでもあった。 rocy且apCTBeHHa5l且
yMa.0630p瓦e5lTe♂b-

HOCTH KOMHCCH読 HOT，l(eJIOB・ 可巴TBepTbI員 C03bIB・CeCC
H5l1， 1912-1913 r. Crr6.， 

1913， c. 208. 

45) J. Castagne，“Le Turkestan depuis la revolution russe"， Revue 
de Monde 

JMusulman， No. L (June 1922)， pp. 32-35; IT. A. AJIeKCeHKoB， H
aI:(HOHaJIbHa5l 

rrOJIHTHKa BpeMeHHorO ITpaBHTeJIbCTBa B TypKecTaHe
 B 1917 r. <<ITpOJIeTapC-

Ka5l peBOJI!OI:(H5l>>， 8 (LXXIX)， 1928， c. 106. 

46) <<PeBOJI!OI:(HOHHOe瓦BHiKeHHe B POCCHH rrOCJIe c
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，l(OKyMeHTbI H MaTepHaJIbI. M.， 1957，瓦OK.N2 719， c. 742. 

47)口.A. AJIeKCeeHKoB， Hal¥HOHaJIbHa兄 rrOJIHTHKa"'，C. 117. 

48) TaM )Ke， C. 107. 
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N2 23， c. 53. 
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III トJ[，ケスタン委員会の設置とセミレーチエ問題

クロパトキンの自宅軟禁と総督解任から一週間後の 4月7日に，臨時政

府はトルケスタン委員会を設置し， トルケスタン五州とヒヴァ，ブハラの二

保護国で，臨時政府の名の下に行動することを命じた。この委員会は，議長

の H.H.シチェプキンllI，errKIIH (カデット)以下，国会のカデットとムスリ

ム議員を主流に，植民地の軍人・官僚の実務派を補って 9人で構成され

た。この 9人のなかに，セミレーチエ州へコミッサールとして派遣される，

エス・エル的傾向の O.A.シュカプスキーと， カザフ人民族主義者の M.ト

ゥイヌィシュパエフも含まれていた九

トルケスタン委員会は， トルケスタンに於けるツアーリ政府の統治を批判

し，都市自治の拡充とゼムストヴォ導入などを掲げつつ，新しく英仏型の植

民地経営をめざそうとした。 4月にトルケスタン委員会の主宰で聞かれたト

ノレケスタン地方会議は，原住諸民族への自治付与は斥けつつ， r英仏植民地の

ように整序化されねばならない」と決定している2)。このような統治=政治

改革を掲げつつも，旧来の土地政策に係る植民行政は継承されていくことに

なる。臨時政府は，ロシア中央部の農民に地主地などの不法占拠を控え，憲

法制定会議での土地問題の解決を待ち，播種と食糧増産に励むことを訴えた

が，辺境入植地の移民に対しでも，入植地=固有地フォンドの占拠，固有地

の借地料不払い，森林盗伐などを非難しながら，やはり憲法制定会議での土

地問題の解決を待つように呼びかけていた。 トルケスタン委員会が 6月8日

付で，セミレーチエ州コミッサールへ宛て，固有地の管理にあたる官吏に

「現行法に従い旧来の職務範囲で」勤務を続けることを指令しているよう

に3)，農民の現地での直接的行動を牽制しつつ，植民行政が継続されてし、く。

セミレーチエ地区移民事業事務取扱いのコールサコフは 4月に農相に宛て

て，セミレーチエでは「入植地区形成に係る十年間の無秩序な活動」のため，

「土地関係が全く混乱しJ，原住キルギス人，コサック，新旧の移民と全ての

住民が不満をもっていると訴えていたが4) 臨時政府とトルケスタン委員会

は，旧来の植民行政の軌道上を動いていくのである5)。

従って，帝政ロシアの最後の総督クロパトキンの下で策定されたセミレー
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チエの植民計画も確認され継承されていくことになる。クロパトキンは既

に，帝政末期に承認を取りつけていたセミレーチエ州の植民計画の実施を臨

時政府にも求めていた。陸相のグチコフは3月18日の閣議にこの問題を提

起しめ 4月10日の閣議では，最終決定はトルケスタン委員会と現地に委ね

るとしながらも， この植民計画の実施を承認した九一方， トルケスタン委

員会は， Nl.トゥイヌィシュパエフの報告を聞き，この計画の実施を決定し，

4月22日には臨時政府へ議長のシチェプキンと委員のトゥイヌィシュパエ

フの名で，この計画の実施に着手したと打電した8)0 5月4日から 6日にか

けて，さらに現地ピシュペクでこの計画の実施をめぐる特別会議が聞かれ

た。この会議には，セミレーチエ州の二人のコミッサール，シュカプスキー

とトゥイヌィシュパエフの他に同州のカザフ民族主義の指導者 11.ジャイナ

コフ， トルケスタン委員会を代表してメンシェヴィキーの 11.H.シエンドリ

コフらが参加した。 会議は，イシ=クル湖の盆地，大小のケベニ谷，アク=

ピケト地区などへ，原住民の中国からの帰郷を許さず，彼らを他地域へ移す

と確認決定した9)。

このように， 4-5月にトルケスタン委員会の下で， 1916年蜂起の鎮圧過

程で策定されたセミレーチエの懲罰的な隔離植民計画の実施が確認された。

総督のクロノ什、キンなきあとの，彼の統治体制の実質的継承であった10)。だ

が， トルケスタン地方では5月の徴用令の廃止をうけて，ムスリム徴用者の

帰郷と彼ら「後方徴用者 TbIJIOBHKHJ による社会運動の活性化がみられ11)，

セミレーチエ地方では，さらに， 1916年蜂起で中国へ避難したムスリム牧民

の帰郷がはじまり 12)， ロシア人入植者と原住民の聞に緊迫した状況が生み出

されることになった。既に5月5日にセミレーチエ州から「懲罰隊を遁れ，

山地と中国へ逃亡したキルギス人がセミレーチエへ戻ってきている。武装し

た移住農民は昨年の暴動への復讐を果しつつ，戻って来る彼らを銃で殺して

いる」と中央へ打電されていた功。 このような状況のなかで 5月初めフ。ル

ジェヴァリス郡で‘連の虐殺事件が繰り返された。例年通り，セミレーチエ

のけし畑で働くため，中国領からドゥンガン人のー隊が同郡へ向ったが，イ

シ=グル湖東岸のプルジェヴァリスク市近効の入植村落では，彼らが略奪を
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はたらこうとしていると噂さが広まった。入植農民は急拠，武器をとり，作

男としているキルギス人を虐殺し，約200人が殺されている14)。イシ=クル

湖南岸中部のノミルスコン 6apCKOH地方でも，入植農民によるキルギス難民

虐殺事件が起きている 15)。 ロシア人をはじめとする入植農民と賜暇兵士は，

彼らの略奪・殺害も辞さず，飢えたキルギス人を連行し，無償で作男として

使役し穀物も与えようとしなかった16)。原住キルギス人の 17郷の代表は， 5 

月18日にプルジェヴァリスク市から，タシケントのトルケスタン労兵ソヴ

ェトへ，次のように電文で訴えざるを得なかったのである。

「キルギス人は旧政府の犯罪的行為のために中国へ遁れざるをえなかっ

た。自由，公正，平等，友愛の太陽が登り，革命の政府は我々が祖地へ戻

るのを許し，我々は全てロシアへ帰った。 しかし， (入植〕農民は，ふる

くからの土地へ我々が戻るのを許さず，殺人，強制連行，略奪をもって我

々を脅している。

我々は皆，山地に暮し，穀物も何もなく飢えて死につつある。ヴェルヌ

イとナルゥインの郡へ我々を移そうとしていると聞いた。我々には移動す

る力はなく，辿り着く前に途中で滅びるであろう。自由，平等，公正の名に

おいて，我々の運命に配慮されることを請う。我々を救済し守りたまえ。

我々を移転させず，我らの郡に留め置き，農民と和解させることを切に請

う。我々を自分たちの土地に住まわせることを願う。J17) 

このようなセミレーチエの緊迫した事態に素早く，積極的に対応したの

は，タシケントの労兵ソヴェトとムスリム諸組織であった。タシケントのト

ルケスタン地方労兵ソヴェトは，4月30日から 7月7日までの全支出の 31%

をセミレーチエ問題にあてているが，これは同ソヴェトの機関紙出版経費を

越えて，最大の支出項目であった18)0 '同ソヴェトは， 4月末に， ，日体制の「分

割し統治せよ」という支配の鉄則を住民に説明し原住民とロシア人の融

和 CJlH5IHHeJを図るため，セミレーチエ州の各郡へ，代表を派遣することを

決定している19)。フ。ルジェヴァリスグ郡住民の武装化には， 1全くロシア人

の武装」と認定し，彼らからの武器の回収を決定し20)，セミレーチエのキノレ
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ギス人の移転へは， r悲惨な事実」とみなし，彼ら原住民への「食糧の保障」

が必要とした21)。中央へは，タシケント労兵ソヴェト議長の f.11.プロイド

を派遣し，ムスリム組織との連絡と法相ケレンスキーとの交渉にあたらせ，

中央の臨時政府とトルケスタン委員会のセミレーチエの事態に対する無策ぶ

りを非難する決定を行っている22)。他方，ムスリム諸組織にも，セミレーチ

エの事態は広く知らされ，抗議をl乎びおこすことになった。 1917年5月にモ

スクワで聞かれた第1回全露ムスリム大会は，トルケスタン委員会へ宛てて，

次の電文を打った。

「全露ムスリム大会は，セミレーチエのキルギス人に関して非常に重苦し

い知らせを受け取った。旧体制下で，懲罰隊によって山地に追いやられ，

~.部は中国へ逃亡した彼らが，身包はがれ，飢え病んで戻って来ている。

政府により武装された移住農民は，昨年の騒乱の復讐として，彼らが住み

つくのを認めず，戻って来た彼らを銃殺し，彼らへ援助を与えるのを許さ

ない。ロシア人とキルギス人のコミッサールを，軍司令官と共に直ちに派

遣し，資金の提供と食料・衣類の配給を行うことが必要である。l3)

セミレーチエの深刻な事態は，タシケント，ぺトログラード，モスクワへ

と伝わり，波紋と抗議を呼んだが，現地セミレーチエでは 5月初めのピシ

ュペク会議の決定をふまえて，懲罰的な隔離入植が強行されていく。二月革

命後，当州の行政権を執ったのは，州、|コミッサールとして派遣されたシュカ

プスキーとトゥイヌィシュパエフである。 5月には，当州の緊迫した状況を

考慮して，彼らの統治を補強するために，第三のコミッサールとしてメンシ

ェヴィキーの 11.H.シエンドリコフらが， トノレケスタン委員会によって派遣

されている 21)。この彼らの新しい統治の下でも，旧来の植民地機構は温存さ

れ，その移民局を中心とする植民地官僚から，新しい郡と地区の役人も任命

され25)，カザフ人民族主義者を介してムスリム原住民の支持を取りつけつつ，

グロノ川、キンの植民計画は実施に向うのである。ピシュベク会議を終えて，

5月13日に，トゥイヌィシュパエフとシュカプスキーは，中国から帰還した

プルジェヴァリスク郡の飢えた7万人のキルギス人を，ナルゥイン，ヴェル
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ヌイ，ヂャルケント郡へ移転させる決定を出したお)0 6月末には，彼ら雨コ

ミッサールは，カシュガノレのロシア領事館へ「近い将来，キルギス人のロシ

アへの帰還は望ましくない」と打電し，彼らの帰郷を阻止し27)，入植農民の

救済と損害補償に尽力しつつ28)，6月から 7月に原住カザフ，キルギス人の

大規模な追放・隔離に着手していくのである。州コミッサール，シュカプス

キーのキルギス人移転指令に，プルジェヴァリスク郡執行委員会は， Iピシ

ュベク会議の決定に従って，キルギス人の追放に着手している。追放に関す

る全権代表にヴォイシュヴィロ Bo白血BHJIOが任命された。通報して， 可能

な援助を請う」と返電している 29)。

エス・エルとメンシェヴィキーの協調派社会主義者とカザフ人民族主義者

の政治的指導の下で，植民地官僚機構を継承して築かれたセミレーチエの協

調体制と，このような施策は，原住ムスリム牧民への抑圧の体制で、もあり，

植民地のロシア人をはじめとする入植者の社会は，この地方の鋭い民族的な

社会的敵対のなかで，この体制をとりあえず容認し，受け入れたのである。

6月のヂャルケント郡農民大会では，エ・ス・エルとメンシェヴィキーの主導

で，チト|に民族クーリアを設け，原住民の市民権を制限することが決定されて

いた30)。六月末の州農民大会へ向けての入植農民の要求は，土地の私的所有

を廃し I勤労人民の財産」とし， 勤労原理による土地用益の実現を主張す

るものであった向。ここには，植民地の土地問題の特殊性への認識はなく，

勤労原理に基づく土地用益実現の主張の裏に，原住牧民と特権的コサック身

分の土地への占拠志向を秘めていたのである。 6月29日から 7月24日まで，

セミレーチエ州の第一回農民大会が聞かれ，エス・エルの提案で，臨時政府

支持と戦争の勝利までの遂行が決定されるが沼)，同時に，この大会は，セミ

レーチエの協調体制下での植民政策を容認したのである。原住キルギス人と

の関係が審議された大会の場で、は，代議員は口々に「キルギス人を他の場所

に移しJ，Iロシア人から隔離することJ，Iキルギス人全てを平穏な人々と叛

乱を起こした人々に分別し， 後者をロシア人から隔離することJ，彼らの中

国からの帰還を認めず， I村にいる軍隊は〔キルギス人の〕飢餓ー援にそな

えて現地に留めること」などを求めた33)。そして，次のように大会で決議さ
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れた。

「民族的敵対は説得 arHTaUIHlによって，解消すべきである。完全な和解

が達成できないところでは，キルギス人住民をロシア人から隔離しなけれ

ばならない。極端な場合には，一時的にキルギス人を別の場所へ移さなけ

ればならない。フ。ノレジェヴァリスク郡で、起こりうる衝突を防ぐために，当

地の義勇隊瓦py)!{HHa，中隊，コサック騎兵隊を増強し，通過点には哨所を

設置する。l4)

労兵ソヴェトも， この農民大会に先立って 6月4日から 16日まで， 第一回

州大会を聞き，協調派社会主義者の立場から，臨時政府支持を表明してい

るお)。植民地セミレーチエの労兵ソヴェトも，州都ヴェルヌイの労兵ソヴェ

トにみられるように，勤労農民への土地移譲の要求以上の，植民地の特殊な

土地問題への認識はもっていなかったのである向。

しかし，このようなセミレーチエの協調体制は，植民地の強固な社会基盤

に根ざしているのではなく，ロシア人をはじめとする入植農民，都市住民，

コサッグなどの移民社会と原住ムスリム牧民社会の不安定で、流動的な支持と

容認，その社会力学的バランスの上に築かれたものであった。セミレーチエ

のこの体制は，中央の臨時政府が連立を重ね， トルケスタン委員会も 6月

に，その議長をカデットのシチェプキンからメンシェヴィキーの B.日.ナリ

ーフキン HaJIHBKHHに交替するなかで37)，存続していく。だが，協調派社会

主義者がカザフ民族主義者の支持をとりつけて，植民地官僚制を継承してつ

くられたこの体制は，その政治・官僚的外皮の内に，その殻を破る植民地民

衆の自立(律)的動きを苧んでいたのである。 この動きは， 1917年夏 秋に

顕著となり，セミレーチエの協調体制を脅すことになる。

セミレーチエの入植農民は，原住ムスリム牧民への攻撃と抑圧を続けなが

ら，移民局の管理する国有地やコサックの土地へも占拠志向を募らせ，協調

体制下の土地問題解決の合法的手順一枠組を越えて動き始めていたお)。だ

が，夏から秋にかけて，セミレーチエの協調体制を鋭く脅したのは，この入

植農民社会と密接に結びついている兵士と都市民衆の動きであった。入植農
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民から輩出されるセミレーチエ出身兵土は，休暇を得て帰郷すると，原住ム

スリムへの攻撃を加速させていたが39l，都市で、は動員への強い不満から出征

忌避や脱走が，彼らの聞で起きていた。 6-7月のロシア寧の夏期攻勢の時期

に， ピシュベグ，ヴェルヌイ， レプシンスグ， トクマク市で，彼ら兵土は一

連の出征拒否の兵擾を起こした40)。とりわけレプシンスク市では 7月3日

から一週間にわたって岡市が占拠され，彼らは郡部をも影響下におこうと

し，地方当局に大きな衝撃を与えた41)。セミレーチエ出身兵は，タシケント

の九月事件の担い手ともなり， トルケスタン寧管区司令部も，彼らの危険な

性格を察し，その除隊=解体を 10月には決意せざるをえなかった42)0 1917年

秋にセミレーチエ州に駐屯する守備隊兵士5，900の大半は，義勇隊且PY)KHHa

であり，彼らは農村の強い影響を受け，出征忌避帰郷・営農への志向が強

く，秩序の維持を最早や彼ら「地方兵士 MeCTHbleCOJJ.lI.aTbIJ に期待するこ

とは出来なくなっていた43)。他方，植民地セミレーチエの都市住民も，その

多数は出白からして，入植地を見い出せず都市の「町人」に転籍せざるを得

なかった移民であり，彼らは都市にありながら農業に従事していた。彼らは

秋に一連の都市で，食糧と日常物資の確保を求めて激しい動きを示すよう

になった。 10月8日に州都ヴェノレヌイで， 10月16日にはピシュベク市で，

彼らは兵土を加えて，食糧を差し押さえ，物資の市からの搬出を阻止し，こ

の騒擾のため両市に戒厳令が布告されることになった判。

このような入植農民，それと密接に結びついた兵士と都市住民の激しい動

きに反発L，警戒の念を強めたのは，セミレーチエのコサックと原住ムスリ

ムであった。コサックは，入植農民をはじめ土地を求めて移住して来た民衆

によって，自らの「自由と特権」が失われるのを恐れ，コサック兵村での非コ

サッグ身分を含めた自治体の形成に反対し，コサッグの身分的「自治」に固

執し，他の辺境コサック軍団との連携を強めつつ，反革命へ傾斜していく 45)。

他方，ムスリム住民の体制への不信も晶じていく。ヴェルヌイ郡コミッサー

ノレは，既に7月に「カザフ人の許では，今や新しい体制が， ロシア人住民に

のみ保護を与えているとの疑念がある」と指摘していたが46)， 10月23日に

は，州都ヴェルヌイからタシケントへ rキルギス人は臨時政府コミッサー
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ルのシュカプスキーとトゥイヌィシュパエフへ不信を表明した」と打電され

ている 47)。さらに，土地問題では 8 月 2~5 臼にタシケントで聞かれたトノレ

ケスタン地方キルギス人大会は， Iキルギス人自体の土地整理が終るまで，

土地収用は直ちに停止せねばならなし、。 ……(中略)……移民入植区で， ま

だ入植の行れていない盆地はキルギス人に返却しなければならなし、」と決議

し姐)，入植農民の土地要求とは異なる反植民主義の方向を打ち出したのであ

る。そして 8月18日には， タシケントで，セミレーチエでの原住ムスリ

ムへの暴圧に抗議するムスリム民衆の示威行動が行われた。

だが，セミレーチエの協調体制の下で進行する植民地民衆の自立(律)化

に対処する力は，最早， トルケスタン当局にもセミレーチエ州当局にもなか

った。 トルケスタン委員会議長のナリフキンは， 8月四日のムスリム民衆の

抗議の翌日，首相ケレンスキーに， I今，我々は武器をもたないキルギス人へ

のロシア人移民の暴行を阻止する断固たる措置をとると決定した」と打電し

た49)。つづいて，彼は，ロシア人移民から「全ての土地を勤労者へJと叫ば

れ，農業調査が行れるなかで不安を募らせている原住ムスリムに対して， I我

が政府」を信頼せよと訴えざるをえなかった向。しかし，中央のケレンスキー

政府も，タシケントのトルケスタン委員会も，辺境の植民地セミレーチエで

進展する協調体制の危機に対処する余裕も実力もなかった。 10月8日にヴェ

ルヌイで、聞かれたセミルーチエ州の郡コミッサール会議で、は郡の行政の

状況は，全く定まらず，行政命令が執行される保障はない。原住民は自衛に

向おうとし，非合法に武器をえている」と51)，統治の危機が指摘されていた。

辺境の植民地セミレーチエでは，このような状況のなかで，中央戸シアの

両首都とタシケントでのソヴェト権力の樹立をうけて，革命は新たな展開を

みせることになる。

j主

1) ((ITo6e瓦aOKT5!6bCKO首 peBOJIIOl¥HHB Y36eKcTaHe>>， C60PHHK )(OKyMeHToB， T. 
!， TaIIIKeHT， 1963， NQ 36， C. 57-58. 

2) K. E. )KHTOB，口o6e江aBeJIHKO首 OKT5!6pbCKO誼 COl¥HaJIHCTll'J:eKO首 peBOJIIOl¥HH

B TypKeCTaHe. ((I1cTOpl何 eCKHe3arrHcKH>>， T. 61， 1957. c. 194. 著名な東方学者
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B. B.バノレトリドを含めトノレケスタ γの「進歩主義者 rrporpeccHcTbIJは， トノレケス

タγへの白治付与を帝政ロシアの下での全ての「進歩的」事業を無に帰せるものと危

俣し，自治を否定していた。 B.B. EapTOJIb.n:， 11CTOpllH KyJIbTypHO誼iKll3HllTy-

pKeCTaHa. JI.， 1927， c. 143. rrpHll. 3. さらに，英仏型の植民地経営とは，カナダ，

オーストラリアなどの「文化的住民J(白人)の植民地とは区別された，英仏のアジア
捕民地の統治を念頭においてのことであった。 日.AJIeKCeeHKoB， Ha~llOHaJIbHaH 

rro耳目TllKa"'，C. 107-108. 

3) (<1917 ro.n: B Ka3axcTaHe>>. .n:oKyMeHTbI H MaTepllaJIbI. AJIMa-ATa， 1977， N2 76， 

c. 111-112. 

4) TaM iKe， N2 29， c. 66-67. 

5)臨時政府は 6月 15日に内相の'!r}，、的審議会で， トノレケスタ γ問題を審議している。 こ

れには帝政ロシアのこの問題の権威 B.11.マサリスキー公も参加して，政策の継承性

を窺わせるが，専らトノレケスタンの都市と地方に自治を導入することが審議された。

トノレケスタン委員会議長のシチェプキンの提案した， ロシア人とキノレギス人の関係，

土地問題の議題は，関係各庁から説明されたにすぎなかったのである。《口o6e瓦a

OKT1I6pbCKOH peBOJIIO~llH B Y36eKcTaHe>>， T.I， N2 127， c. 138-141. 

6) C. Epa首HHH，lll.江lactHpo，BoccTaHHe Ka3aXOB CeMHpe可bH…， c. 82. 

7) C. H. TIOKpOBCKH誼， TIo6e瓦aCOBeTCKO員 BJIaCTHB CeMllpe可be，C. 64. この日の

閣議で，ジザック郡の 2000デシャチナの土地の原住民からの没収とロシア人の入植と

いう !lロノ什、キンのもう一つの懲罰的植民計画は廃止となった。C.Epa白HHH，lll. 

日lactHpo，BoccTaHHe Ka3aXOB'''， C. 83. 
8) TaM iKe， C. 84; C. H. TIOKpOBCKH首，口o6e瓦aCOBeTCKO誼BJIaCTll…， c. 64. 
9) TaM iKe， 64; C. Epa誼HllH，lll. lllaφHpO， BoccTaHHe Ka3aXOB"'， C. 84-85. 

10) このことを示すかのごとく，四月末に首都ベトログラードで，クロパトキンは，首相

リヴオフ，法相ケレンスキー，農相シンガリョーフに厚遇されている。 113瓦HeBHllKa

A. TI. KyporraTKllHa， ((KpaCHbI設ApXHB>>，1927. T. 1 (20)， c. 65-66. 

11) 1917年 5月5日に，臨時政府は，後方徴用労務者の帰郷を決定した。 <<TIo6e瓦a

OKT1I6pbCKO員 peBOJIIO~Hll B Y36eKcTaHe>>， T. !， N2 78， c. 98. 既に逃亡し，不法

に帰郷したものを含め 5月末から 6月にかけて， トノレケスタンでは約 12万人が帰

郷し，彼らは都市と農村で，ムスリム民衆の動きを活性化することになる。

12) 1917年に，中国からセミレーチエ州へ， 1916年蜂起の難民 10万人が戻って来た。

MaTepllaJIbI o6be且llHeHHO訪問YQHO鼠ceCCllH，rrOCBHmeHHO註HCTOpllllCpe.n:He白

A3Hll H Ka3axcTaHa erroxa CO~llaJIll3Ma. AJIMa-ATa， 1958， C. 210. 
13) KpeCTbHHCKOe瓦BHiKeHlleB 1917 ro.n:y. M.-刀.， 1927， c. 80 

14) TI. AJIeKCeeHKoB， Ha~llOHaJIbHaH rrOJIllTllKa"'， C. 117， 121. 

15) <<口o6e瓦aOKTH6pbCKO首 peBOJIIO~llll B Y36eKcTaHe>>， T.I， N2 109， c. 124. 

16) r. CaφapOB， KOJIOHllaJIbHaH p巴BOJIIO~HH・ (orrbIT TYPKecTaHa)， M.， 1921， c. 57. 

17)口.AJIeKCeeHKoB， Ha~lloHabHaH rrOJIllTllKa"'， C. 120-121. 
18) <<TIo6e瓦aOKT1I6pbCKO員 peBOJIね~llll B Y36eKcTaHe>>， T.I， N2 165， c. 169. 

19) TaM iKe， N2 55， c. 80-81; TI. AJIeKCeeHKoB， Ha~HOHaJIbHaH rrOJIllTllKa"'， C 
118-9. 
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20) ((日06e且aOKT1l6pbCKO政 peBOJlIOIVIHB Y36eKcTaHe>>， T.I.池田， c. 109. 州全体

で，農民部隊が編成され，移民が武装化されたが，プノレジェグァリスク郡では， 450 

廷のライブノレ銃と 15万発の実包が移民に渡されていた。 C.Epa員HHH，lll. llla!tHJ>o， 
BOCCTaHHe Ka3aXOB CeMHpe可bll…， c. 85. 

21) (<日06e瓦aOKT1l6pbCKO首peBOJllOnHHB Y36eKcTaHe丸 T.1， M 109， c. 123-4. 
22) 6月3日のトノレケスタン地方労兵ソヴェトの決定は， rソヴェトのメンバー，プロイド
はケレンスキーに一連の措置を提案した。ケレンスキーは認めたが採用しなかった。

トノレケスタン委員会は弱体で確固としていない」と非難していた。 TaM)Ke， N2 114， 

c. 127. ブロイドの活動については，次を参照せよ。 J.Castagnる， Le Turkestan 
depuis la r品，volutionrusse， p. 31. 

23) IT. AJleKCeeHKoB， HanHOHaJlbHall IIO刀HTHKa"'，C. 118. 
24) 同時に，フツレジェヴアリスク郡にメンシェグイキーの口.11.ジェバリーγllle6aJlHH，

レプシγスク郡にエス・エノレの日.H.バープキγEa6KHHが郡コミッサーノレとして

送りこまれている。 ((1917ro瓦 BKa3axcTaHe>>， c. 10; M 71， c. 108. シエンドリ

コフの州コミッサーノレとしての正式の認証は， 6月 15日以降となる。 (<IT06e瓦a

OKT1l6pbCKOll peBOJllOnHH B Y36eKcTaHe>>， T .1， M 127， c. 140. 

25) A. H. 30PHH， PeBOJllOnHOHHoe ，n:BH)KeHHe KHprH3HH.φpyH3e， 1931， c. 24. 

26) (<BeJlHKall OKT1l6pbcKall COnHaJlHCTHqeCKall peBOJllOnHll H rpa)K瓦aHCKallBO首Ha

B KHprH3HHT(1917-1920 rrふ瓦oKyMeHTbIH MaTepHaJlbI，φpyH3e， 1957， c. 11; 

(<IT06e瓦aBeJlHKO晶OKT1l6pbCKO故COnHaJlHCTHq巴CKO員peBOJllOn耳目 B Ka3axcTaHe 

B 1917-1918 ro，n:ax>>， C60PHHK ，n:oKyMeHToB H MaTepHaJIOB， AJIMa-ATa， 1957， C. 

380. 

27)原住民のセミレーチエ州への帰還は，国境警備隊の弾丸で迎えられることになる。c.

Epa誼HHH，lll. 江laやHpO，BoccTaHHe Ka3aXOB CeMHpe可bll…， c. 88; E.. C. 
CyJIe政MeHOB，pe，n:. BoccTaHHe 1916 ro，n:a"'， c. XIII. 

28) セミレーチエの州都当局は， 1916年蜂起被災者への損害賠償の遅れが，不穏な状況を

酸出しているとの現状認識に立ち，被災者である入植農民への援助と補償の必要を力

説していた。ジュカプスキーは， トノレケスタン委員会へ宛てた報告のなかで， r反乱
の結果を清算する第一の措置は，キノレギス人が農民にもたらした損害を賠償すること

である」と指摘していた。 IT.AJIeKCeeHKoB， HanHOHaJIbHall IIOJIHTHKa"'， C. 119-

120. 又， プノレゾェグアリスク郡執行委員会議長のカラコーゾフは， タジケント労兵

ソヴエト議長プロイドのキノレギス人擁護に反感を示しつつ， r執行委員会は， 焼かれ
掠奪され，不具にされたロシア人住民の擁護の側に立つのを道義的義務と考える」

と， 8月初旬に中央へ打電していた。 (<KpeCTbllHCKoe江BH)KeHHeB 1917 ro瓦y>>，

M.-凡， 1927. c. 256. 

29) C. Epa白HHH，lll. III aφHpO， BOCCT丘HHeKa3aXOB CeMllpe可bll…， 87-88.

30) TaM )Ke， C. 87. 

31) <<口06e瓦aBeJIHKO畳OKT1l6pbCKOaCOnHaJIllCTHqeCKO員peBOJIlOnHHB Ka3axcTaHe 

B 1917-1918 ro.n;ax.>>， M 54， c. 87;池田， c. 99. 

32) C. H. ITOKpOBCKH首， IT06e江aCOBeTCKO註BJIaCTllB CeMHpe可be.AJIMa-ATa， 1961， 

c.78-79. 
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33) C. Bpa品HHH，lll. llla中日pO，BoccTaHHe Ka3aXOB CeMHpe<Jbll…， c. 87. 

34) A. H. 30PHH， PeBOJIIOUHOHHoe瓦BmKeHHeKHprH3HH (ceBepHall可aCTb)， C. 25. 
35) C. H.口OKpOBCKH誼， D06e江aCOBeTCKO白BJIaCTHB CeMHpe司be，C. 78ー79.

36) <(D06e瓦aBeJIHKO員OKTH6pbCKO員COUHaJIHCTI刊 eCKO晶peBO且IOUHHB Ka3axcTaHe. 

1917-1918 rr.>>， NQ 13， c. 50-51. 

37) K. E.況(HTOB，D06e，n:a BeJIHKO誼OKT5I6pbCKO員COUHaJlHCTH可巴CKO員peBOJIIOUHH

B TYPKeCTaHe. <(日CTOpH可eCKHe3aIlHCKH>>， T・61，1957， c. 197. 

38) 入植農民，とりわけ親規移民 HOBOC巴JIbIは，原住牧民とコサックの土地の占拠に向

けて激しく動いている。 A.30PHH， 3IlH30瓦bIH3 HCTOpHlI rpaA瓦aHCKO員 BO昌HbI

B KHprH3沼H・<(BOpb6aKJIaCcoB>>， 1936， NQ 9， c. 45; C. H. DOKpOBCKH誼， D06e，n:a 

COBeTCKO賞 BJIaCTHB CeMHpe<Jbe， C. 65， 82-83. 

39) A. H. 30PHH， PeBOJIIOUHOHHoe瓦BHAeHHeKHPrH3HH， c. 22-23. 

40) C. H. DOKpOBCKH首， D06e，n:a COB巴TCKO首BJIaCTH"'，C. 82， 90-91;且.11.Co員φep，

CO瓦aTCKHe MaCCbI'・" c. 62-63; A. f. 3HMa， K BOIlpOCy 06 yCTaHOBJIeHHH 
COBeTcKoit BJIaCTU B KHprH3HH・<(MaTepHa耳目 06ぅbe，n:HHeHHO員Hay<JHO註ceCCHH，

IlOCBHIueHHO設 HCTOpHH Cpe，n:He負 A3HH'H Ka3axcTaHa 9IlOXH COUHaJIH3Ma>>， 

AJlMa-ATa， 1958， c. 126; <<1917 ro江 BKa3aXCTaHe>>， M 73， c. 109-110; M 84， 

c. 117-8; N2 109， c. 145-6. 

41)νプシンスタの七月事件は，農作業のため休暇をえていた 40才の兵士と徴兵免除者

が， 3.K.ヂェグチャリョーフ且erT5IpeBの指導で，出征を拒否した事件である。

彼らを行動へ駆りたてた一つの動機は，出征後の入植村落へのキノレギス人の襲撃を警

戒する意識があった。従って，彼らは事件のなかで，キノレギス人からの「自衛」と称

して，部隊の編成を決定している。 <(D06e瓦aBeJIHKOU OKTH6pbCKO負 COUHaJIHCT-

H<JeCKO員peBOJIIOUHHB Ka3axcTaHe・1917-1918rr.>>， NQ NQ 65， 66， 67， c. 101-105. 

キノレギス人からの自衛というこの意識は，セミレーチエ出身兵のなかに深く根づいて

いた。 CM.，<(口06e，n:aBeJlHKoit OKTH6pbCKOit cou. peB. B TypKeCTaHe>>， c6.， 

，n:OKyMeHToB， TawKeHT， 1947， NQ 83， c. 79. 

42)且. 11. Co首φep，COJI瓦aTCKHe MaCCbI， C. 71; f. CaφapOB， KOJIOHHaJlbHa51 

peBOJIIOUHH， C. 65: <<日06e瓦aBeJIHKOrO OKTH6p51 B Y36eKcTaHe>>， T. 1.， M 553， 

c. 514-5; NQ 528， c. 492. 

43) C. H. DOKpOBCKH白， D06e瓦aCOBeTCKO員 BJlaCTHB CeMHpe%e， C. 80-82， 97-98. 

10月3日付のトノレケスタン軍管区司令部の陸相宛電文では，軍管区の「兵士の雰囲気

は緊迫しており，全体として，どのようなデマゴギー的呼びかけにも容易に応じる状

況がみられる」と伝え， Iそのような雰囲気を促しているのは， セミレーチエ出身兵

士が非常に多くいるということであれ彼らは到る所で，極めて有害な分子である」

と指摘していた。((日06e瓦aBeJlHKO白 OKT1l6pbCKO首 cou.peB. B TYPKecTaHe>)， 

M 83， c. 78-79. 10月25日にトノレケスタン軍管区司令官は，セミレーチエ州軍司令

官にヴエノレヌイの義勇隊瓦pY)KHHaの武装解除と兵営のコサッグ部隊への引渡しを

指示した。この電文に州軍司令官は， Iセミレーチエ出身兵 ceMHpeKHから成る義勇

隊は自ら消滅しつつある。彼らは全て家路に散るであろう。」と書きこんでいるので

ある。<<1917ro瓦BKa3axcTaHe>>， NQ 160， c. 185-6. 
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44) C. H. DOKpoBCKH白， Do6e江aCOBeTCKO誼 BJIaCTHB CeMHpe可be，C. 98; <<口o6e，l(a

BeJIHKO註 OKT1l6pbCKO誼 cOJ.J;fraJIHCTH可eCKO誼 peBOJII01¥HHB Ka3axcTaHe. 1917-

1918 rr.>>地 118-9，c. 146-7， rrpHM. 1. 

45) <<1917 ro瓦 B Ka3axcTaHe>>， NQ 63， c. 99-101; C. H. DOKpOBCKH首，日o6e瓦a

COBeTCIW鼓 BJIaCTH，C. 92. 
46) M. KHM， OKT1l6pbcKall peBOJII01¥H冗 H arpapHbI首 Borrpoc B Ka3axcTaHe. 
(<BorrpOCbI HCTOpHH九 1947，M 10， c. 91. 

47) (<口o6e，n:aBeJIHKO昆OKT1l6pbCKO誼C01¥HaJIHCTHQeCKO員peBOJI即日HHB Ka3axcTaHe. 

1917-1918 rr.>> c. 14-15. 

48) D. A. AJIeKCeeHKoB， Ha1¥HOHaJIbHall rrOJIHTHKa"'， C. 126-7. 
49) TaM )I{e， c. 123; くくPeBOJII01¥HOHHOe江BH)I{eHHeB POCCHH B aBrycTe 1917 rム

，n:OKyMeHTbI H MaTepHaJIbI， M.， 1959， M 351， c. 348. 

50) (<Do6e江aOKT1l6pbCKO員 peBOJII01¥HHB Y36eKcTaHe>>， T. 1， M 248， c. 255-256. 

51) <<日o6e瓦aBeJIHKOH OKT1l6pbCKO免C01¥HaJIHCTH日 CKO員peBOJII01¥HHB Ka3axcTaHe， 
1917-1918 rr.>>， c. 13. 

結びにかえて

セミレーチエをはじめとする中央アジアの革命は， 1916年のムスリム蜂起

によって始まった。これは，原住ムスリムを主体とする第一の社会運動の波

であり，続いて，入植農民を中心とするロシア人の第二の社会運動が，中央

部ロシアの三月革命後の影響をうけて展開することになる。植民地セミレー

チエでは，この二つの社会運動の並存・対抗・交錯のなかで革命は展開して

し、く。中央部ロシアの十月革命の衝撃のなかで，セミレーチエでは，入植農

民を中心とするロシア人社会に反慌し不信を募らせたコサック軍とカザフ人J

民族主義者が，軍事独裁を樹立した。この軍事独裁を破って， 1918年春~夏

にソヴェト権力を樹立するのは，入植農民と都市住民であった。植民地のこ

のソヴェト権力は，移民の入植社会に深く影響され，土地問題や民族問題で

「偏向」を犯すことになる。このようにして，植民地セミレーチエでの卒命

は，中央からの衝撃を受けながらも，地域の内在的社会力学を基本動因とし

て，その自立(律)性を強く示すのである。この卒命の自立(律)性と，そこ

にみられる二つの運動の設存性は， 内戦の終わる 1920年から解消に向う。

即ち，中央からの政治的圧力の下で，セミレーチエで、は，この並存性を打破

するために，党とソヴェトの「土着化 KopeHH3au.IUIJが唱えられ，民族問題
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での「偏向」が指摘され，土地改革 (1921~22 年)が着手されるのである。

このような観点から，辺境植民地セミレーチエの革命全体を展望すると，

1916年のムスリム蜂起を帝政ロシアの異民族支配の矛盾ととらえながらも，

それと切り離して二月革命の波及から革命を叙述するのではなしこの蜂起

を革命の直接の始まりと位置づけるのが適切と思える。そして， トルケスタ

ン地方で最大の犠牲を払ったセミレーチエ南部のこの激しい反乱を「反動的」

と性格づけ，反乱全体から分離・特殊化するのではなく，その内在的理解が

求められているといえよう。この論文では， r誓約」を交わし，部族 po江ご

とに結集し，自らのハンを推戴して戦う原住牧民に言及したが，その内在的

理解にはまだ程遠い。さらに，卒命の自立(律)性とその過程の並存性とい

う観点から，クロパトキンのセミレーチエ植民計画が，二月革命後のトルケ

スタンの協調体制の下でも，実質的に継承されていくことの意味も重大であ

る。即ち，二月革命が，辺境植民地セミレーチエにとって，地方高官の更

迭・交替以上の何らかの「卒命」の意味をもちえたのか，あるいは，革命史

の叙述の始点をどこに置くべきかを，鋭く問わねばならないであろう。

辺境植民地をはじめ，帝政ロシアの多様な地域での革命の展開を，後に政

治を独占する共産党の「指導J，中央と地方の革命の「一体性J，という枠組

に機械的に押し込めるのは，プロクルステスの寝台での裁断に似て，知的無

謀とさえ思える。現在ソ連で進行するペレストロイカのなかで，党の「指導」

が関われ，政治的フ。ルラリズムが模索され，民族共和国をはじめ地域の自立

と分権が叫ばれている情況のもとで，ロシア革命史研究に於いても，単一の

党の「指導」と革命過程の「一体性」論の知的枠組自体が再検討され，新し

い戸シア革命像とその全体的枠組の構成が求められているといえよう。
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